
量．調査方法

　塩嶺トンネルの通過するトンネル線上から両側に約10紬の範囲内に永久方形区を設定

した。永久方形区の大きさは，対象となる植生の違いによって異なり，2篇×2脇から，

20糀×20窺までの様々な大きさの方形区が設定された。方形区内に生育する植物種群は，

群落階層別に全リストが作成され，各々の種に対してBraun　31anq憾1964の全推定

法による被度（Dec㎞ngsgrade）と群度（So2主ab難atsgrade）の量的測定値があたえら

れた。

　調査は1977年12月21日に各方形区のくいうち作業をおこない，呈978年5月22日，

10月2日，さらに1979年5月2臓、玉◎月3ヨの年2園，春季と秋季に生育植物の調査

をおこなった。

£　調査結果

　永久方形丁丁定数39ケ所のうち，後臼の人為的な植生破壊等により，現在なお継続調

査がおこなわれている調査区は謎ケ所である。さらに，この誕ケ所のうち5地点につい

ては一季三相についてのみ調査がおこなわれている。したがって，春，秋の年2礪の調

査がおこなわれている調査区は29ケ所である。

　各調査区での生育植物の全リストと植被率，二度の量的数値は表6～38に示された。

　また各調査区の位置は図1に示されている。

　　　　　　　　　　　　　　表饗　永久方形権一鷺蓑

方形区

ﾔ　号
優占種 生　活　形

群落階層
oM）にコケ穏

群落の
bｳ（吻
調査面積
浴~η）

方位
傾斜
io）

標高
i麗）

1 ス　　　ギ 常緑針葉高木林 3 20 2×20 亜型 亙0 820

2 コ　ナ　ラ 夏緑広葉高木林 4 茎3 20×20 N 里。 975

3 アカマツ 常緑針葉亜高木林 3（M）・ 7 10×10 一 一
935

廷 ミヤマイボタ 落葉低i木林 2（M） 2 5×10 ｝ 一
935

5 カ　ラマツ 夏緑針葉高木林 3 13 5×20 … 一
965

8 ハンノキ 夏緑広葉高木林 3 12 5×20 ｝ 一
880

9 ツルネコノ
@　メソウ

湿生多年生
@草；叡植物群落

2 0．6 2×2 ｝ ｝
915

10 カ　ラマッ 夏緑針葉高木林 4 12 7×20 … …
930

11 シ　　　　バ
多年生草本植物
@　　　　群落

1 0．7 2．5x4 … 一
935

12 ナガバグサ 〃 1 0．8 3×3 一 一
920
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審形辱優占種

i3　　　ノ〉ゴコヌカグサ

14　　セ　　　　リ

15　　カラマツ

16　　カラマツ

イ8　　カラマツ

隻9　　アイバソウ

20　　ヤマアゼスゲ

21　　　ヒョウタンボク

生活形誰辮層鷲黎）誤鰭施讐幣
多年生草本植物群落

湿生多年生
　草本植物群落

夏緑針葉高木林

　　　〃

　　　Zノ

多年生菓本植物群落

撮生多薙生
　草本植物群落

夏緑低木林

1

1

3

3

3（M＞

1

皇

2

0，8　　　3×3　　　 一　　　一

〇，8　　　5×5　　　　一　　　一

1210x10～V　3
10　　　10×7　　　一　　　一

一　　　5x10　　一　　一

1．5　　　5×5　　　　一　　　一

〇．8　　10×2　　　一　　　一

1．82×く茎　1縫3

920

840

875

874

1005

922

920

990

　　マ

N　　　　シ

ゴ　ナ隊収縮縮慌騰篇郡落 1（M）

P

11

2×25

Q×2

N… 4皿 960

X35

25 コ　ブ　シ 夏緑広葉高木林 3 23 《×7 ｝ 一
913

26 カラマツ 夏緑繕葉亜高本林 2（M） 5 遮×7 Sε 5 925

27 ヤチカワズスゲ 湿盤多年生
@草本績物群落

2 o．6 2。5×4 S 10 95δ

28 ヤチアザミ 〃 隻鯛 α7 2．5×1．5 銭 2 9i5

29 ミヤマシラスゲ 〃
！（M） 03 2×25 … 一

1025

30 ｝アカマツ 常縁針葉高木林 3 ！0 10×10 雪 20 ！075

3歪a
㌧ワラ

〃 4 34 20×20 ｝ …
833

3／b モ　　　　ミ 〃 3 18 20×20 一 ㎜
832

32 モ　　　　ミ が 4 30 羅。×1G 一 …
330

33 シ　　　　　バ 多年生草本植物群落 ！ 0．03 3×3 … …
935

3繧 ミヤマイボタ 落葉低木林 2 2 ！．3×2
… 一

987

35 カラマ u 夏緑針葉高木林 屡（岡 20 20×20 一

一i　髪 905

36
カサ・ゲi　　　　　i 灘多 ?? 1圃 三 2．5×3 一 頃 839

38 ハンノキ 1夏緑広葉高木韓 違（M） ！8 1◎×12 SW 5　… 920

／）出現種数の増減

　各永久法形権内に生育する種群，すなわち出現回数をみると，春季相では1978年

5月に比較して1979年5月の調査時に種の増加があった調査区は15区であり，種の

減少があったのは12区，変化のなかった調査区が5区であった。

　出現種数は，増加した種数と減少した種数の差し引きの結果として表現されている。

したがって，実際には出現種数の変化以上の種の増減があることが多い。この実際の
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種の増減数を知るために，各調査区において種の減少種数と増加種数を加えた数（変

化総数）を求めた。さらに植生の類型の異慧る調査区を相互比較できるように変化率重）

　　　　　　　　　ラあるいは変化度数として表現した。

各調査区を増加点数と誤訳歯数を加算した数値でみた変化率あるいは変化度数で表現

したのが表2，および図2である。

　変化度数Vを示す調査区は春季相ではPQ－19，碧q－2◎，沿趣一38の三地点であ

る。秋季相では変化度数Vを示す調査区は認められなかった。

　変化度数聾を示す調査区は春季相では，P幾一5，PQ－8，PQ－9，PQ一翼，

PQ一王8，　PQ一三9，　PQ－3Pの7地点である。

　秋季相では2Q一三2，　P　9－22，沿9－29，二塁一33の4地点である。

　変化度数でみると春季相において，より変化率が高い傾向がみとめられる。

　また，変化度数の高い調査区は概して湿性立地上の植生が多い傾向がある。

　ここで，恒存率との関係をみると，概して恒存率が高く，変化率の比較的低いもの

が多いが，恒存率が高いにもかかわらず，肇化率も高い調査区も多くみとめられる。

　季節別にみると，秋季相では，恒存率の高い調査区が多いがノ変化率でみると二二

率にかかわらず変化率はまちまちである。

　春季相では，やはり恒存率の高い調査区が多いものの，秋季相に比較して，恒存率

の低い調査区が数ケ所についてみとめられる。この春季相においても，恒存率と変化

率には一定の関係はみとめられず，図4にみられるように秋季相よりさらにバラつき

が目立っている。すなわち，春季相の調査では恒存率と変化率は一直線上に並ばず，

生育種の増減がきわめて不規則であることがうかがえる。この原因について考えられ

ることの一つに，春季の調査時期が5月下旬であり，この塩嶺地方としては早春であ

り，草木種が萌え出したばかりの時期で，その年の春の到来の早い，遅いが永久方形

区内の植物の芽吹き，葉の展開に大きな影響を与えていることがあげられる。

1）変化率一霧認馨警壽二士鶏驚数×ユ・・

2）変化度数1変化率数を5階級に度数区分したもの

変化度Vl変化率100－81，1V：80－61，瓢：60畷！，難　尋0－21，1　20－1，0　0
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図2　変化度の分布（春季相）
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　　　　麟罎．三篠攣と変化率との棚関関孫

齪1承久方形三内咄環種の消蔑一覧蓑（膏i撃糧）

100（％）

獲存率

　　　…
綷`区 鐵現工数 出翼呼数 恒存種 燈存種酬率 増加 減少 増減 変化 変化総数働捧

優占種 難夏一b 種i数 種数驚 総数 a÷bxioO番　弩 19785n｝ 1979．5a2 むしb
　×100礁1

a b a十b ．n｝

1 ス　　　ギ 30 37 29 97 8 1 7 9 30

2 コ　ナ　ラ 58 61 48 83 13 10 3 23 魂0

3 アカマツ 30 27 75 3 9 一6 12 33

瞳 ミヤマイボタ．｝

@　　　i

　　27
3塵 23 85 11 4 7 コ5 56

§ カラマツ： 58 83 49 84 36 9 27 45 78

8 ハンノキ； 3亙 30 20 65 9 11 一2 20 65　’

9 　　噺cル不灘
@ノメソウ

ig 25 圭5 79 10 遜 6 14 74

10 カ　ラマツ 74 81 62 84 19 12 7 31 42

11 シ　　　　バ 7 6 4 57 2 3 一1 5 71

12 ナガバグサ 6 5 5 83 0 1 一1 1 17

13 ハイコヌ
@　カグサ

13 12 11 85 1 2 一1 3 23

14 セ　　　　リ　　　　… 3 3 3 100 0 0 0 0 0

15 　　　　…Jラマツi 46 49 39 85 10 7 3 17 37
1 1

16
　　　　1カラマツi

34 29 26 76　i 3 8 一5 11 32

18 カラマツi
…　　『

c
毅

i

19 アブラガヤ 21 23 11 52 8 10 一2 18 86

20 ヤマアゼスゲ 18 30 16 89 14 2 12 圭6 89

一8一



方形区
優占種

出現種数 出現種数 恒存種 櫨浮種山分率
獅P－b

増加種数 減少
岦
増減
岦
変化
香F数

変化総数百a十b　　×100

番　号 197＆5（n｝ 1979．5（♂） n1－b
マπ×100　n

a b a－b a十b 貧1

21 ヒョウタンボク 33 39 29 88 11 5 6 16 49

22 ゴ　マ　ナ 29 25 21 72 4 8 一娃 12 41

23 クサヨシ 22 22 16 73 6 6 0 i2 54

25 コ　ブ　シ 40 藁5 35 86 10 5 5 15 36

26 カラマツ 42 42 37 88 5 5 0 10 24

27 ヤチカワズスゲ 20 21 圭7 85 4 3 1 7 35

28 ヤチアザミ 19 19 15 78 壌 4 0 8 42

29 ミヤマシラスゲ 12 生！ 10 83 i 2 一／ 3 21

30 アカマツ 31 違2 29 94 1羅 2 12 i6 δ2

3ユa サ　ワ　ラ 43 37 2違 56 13 19 一6 32 7護

31b モ　　　　ミ 29 45 25 86 20 4 6 24 83

32 モ　　　　ミ 45 62 43 96 19 2 7 21 違7

33 シ　　　　バ 4 4 3 75 1 1 o 2 50

34 ミヤマイボタ 24 25 24 100 1 0 1 1 護

35 カラマツ 50 46 39 78 7 11 遺 18 36

36 カサスゲ 7 5 5 71 0 2 一2 2 26

38 ハンノキ 31 47 26 84 21 5 16 26 8縫

衷3　永久方形権内の出現種の消畏一覧蓑（秋季相）

方形区 出現種数 鵡現種数 撹存種 秘存種百分率 増舶 減少 増減 変化 墾羅欝灘

番　号
優占種

1978．1◎が 1979ユ◎a2 飛隻1＿b

ま≒蔓・100　a

種数a 種数b 種数a一募 総数
ﾒb
響・1・◎

1 ス　　　ギ 47 39 32 68 7 呈5 一8 22 婆7

2 コ　ナ　　ラ 71 63 62 87 主 9 一8 10 14

3 アカマツ 40 45 34 85 11 6 5 17 42

4 ミヤマイボタ 29 37 25 86 12 4 8 16 55

5 カラマツ 86 104 77 90 27 9 18 36 42

8 ハンノキ …
40

一 一 ｝ 『 一 ｝ 一

9 ツルネコノメ

¥ウ
25 3隻 21 84 10 4 6 14 56

1◎ カラマツ 75 86 68 91 19 7 12 26 35

11 シ　　　　バ 6 5 4 67 1 2 一1 3 50
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方形区 出三種数 出現回数 榎存種 恒存種百分率 増加 減少 増滅 変化 変1ヒ総数否分率

番　号
優占種

197＆10（nま） 1979ユ〔Xn2） 辞しb

ヰ≠・1・・n

種紙
@a
巽北 種数
＝|b

総数
￥¥b

学・1・・捻

12 ナガバグサ 4 5 3 75 2 圭 1 3、 75

13 ハイコヌカグサ 12 16 12 100 4 0 4 4 33

14 セ　　　　リ 3 4 3 100 1 0 1 1 33

圭5 カラマツ 74 81 62 84 20 圭3 7 33 45

圭6 カラマツ 45 48 38 84 11 7 進 18 40

18 カラマツ 一
64

｝ 一 一 ｝ ｝ 心 一

19 アブラガヤ 34 33 28 82 5 6 一1 11 32

20 ヤマアゼスゲ
38 33 31 82 2 7 一5 9 24

21 ヒョウタンボク 42 38 33 79 5 9 一4 14 33

22 ゴ　マ　ナ 26 39 25 96 15 1 4 16 62

23 クサヨシ 24 25 18 75 7 6 1 13 5娃

25 コ　ブ　シ 50 50 44 88 6 6 0 12 24

26 カラマツ …
57

｝ ｝ ｝ 『 一 一 一

27 カチカワズスゲ 　
22

一 一 ｝ ｝ 一 ｛ 一

28 ヤチアザミ 23 17 15 65 2 8 一6 10 43

29 ミヤマシラスゲ
13 8 6 46 2 7 畷 9 69

30 アカマツ 46 52 41 89 11 δ 6 16 35

31a サ　　ワ　ラ 38 50 33 87 17 5 12 22 58

3三b モ　　　　ミ 40 48 39 98 9 1 8 10 25

32 モ　　　　ミ 50 53 46 92 7 4 3 1圭 22

33 シ　　　　ノぐ 5 5 3 60 2 2 0 嘆 80

34
ミヤマイボタ 一

22
一 一 一 一 一 ｝ 一

35 カラマツ …
71

一 一 ｝ 一 ｝ 一 『

36 カサスゲ 6 5 5 83 0 1 一1 1 17

38 ハンノキ 50
… ｝ 　 … 一 一

2）生活形スペクトル

　永久方形区として調査区が設定された調査対象植生は，出現種数3～21種の単層階

層の草本植物群落から，出現口数31～74種の多数にのぼる森林植生まで多様である。

　また調査対象骨内に出現する植物数も多数である。したがって，生育する植物の種

類数の変化に対応して，種類の消長を質的に把握することを霞的に，生育種の生活形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一10一



溝成の解析がおこなわれた。ここでは各調査区内に生育する種群に対して．ラウンキ

ェール（1goエ）の生活形分類に墓ついて，それぞれ生活形の区分をおこ慧い，群落

の生活形スペクトルを各調査時ごとに作成した。

　生活形の分類は，ここではラウンキェールの冬芽の位置1こ口る公類に基づき以下の

7生活形に分類した。．

　　　　　　　　　　　　義i尋　嚢擁盤纏欝蓑）鑑慧彫

逝1＞i；大形地上植物，休眠芽が地表面上8～30驚獄上のもの

蟹：小形地上植暢、休眠芽が地表面上2～8魏にあるもの

封　；懸形地上植物，休眠芽が地獄面上a3～衰鴛1乙あるもの

C塾：地表緬物．抹前王が地表爾上落～奪．3規にあるもの

難：半地中植物，休賎家が地衰のすぐ下にあるもの

G：地中植物，山面芽が地中にあるもの

HH：水生植物，多年生の二二三物

？蓋　：一年生植物　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　以上の生活形によって分類された，各調査区の生活形の構成は表5に示された。ま

た生活形分類の対象とされた誕の調査区を，さらに生活形構成の類似した6群（鑑一

F）に区分され，生活形スペクトルとして図示（図5～隻0）された。

　（1）生活形スペクトルA群＝一年生草本植物と半地中植物種群の2群のみで構成さ

　れる草本植物群落。一年生草本植物（脇）が減少してゆく傾向にある。P｛新離，

　　PQ一望2，　P幾一13，　PQ－33．

　②　生活形スペクトル8群：Th，9，垂斑，　Gのおもに草本植物種群によって講

　成される群落・PQ－28を除いて、謎鷺の種群が減少する傾向にある。水分環境に、

　　対してもっとも高い指標性を有する群落と考えられる。峯》Q一羅、PQ一想，pq

　讐28，PQ－29∫PQ－36・

　（3）生活形スペクトルC群：おもにTh，鷺，琶難，　Gの草本植物種群が多いが，

　N，厳，蟹瓢の木本植物をも混生する群落。調査区毎に多様な変化を示している。

　　PQ－3，　PQ－4，　PQ－2L　PQ－22，　PQ－26，　PQ－34

　㈹　生活形スペクトルD群：おもにTぬ，H，疑H，　Gの草本植物の割合いが高い

　が，N，　M，厳Mの木本植物種群をも混生する。またC群よりN，　M，　MMめ割合

　　がより高い群落。Th，粗画の草本植物種群の割合いが減少し，かわってN，　M，

　　　　　　　　　　　　　　　　　一11一



灘藁の木本麺物種群の割合が増加する傾向にある。PQ一夏，　PQ8・ジQ一乳

　翌）9一露0，　P飛一23，　P9－38

㈲　生活形スペクトタ電群1全生活形の植物を含む森林群落のうち自然生の群落。

　大きな変化は認められない◎？9－2．診趣一3戟　ジ幾一2§，互》9－31－a

　PQ－31－b，亙）Q－3驚

㈹　生活形スペクト1レ罫群：金生活の植物を含む森林群落のうち人工林。　書き慮

　変化は認められ砿い。　P禽一5・PQ－！0，董》§一路，　飛Q…乏6・墨〉幾…三8・欝趣

　一3藝

　　　　　　　　　二二　承久秀彫新内出子種の生活彫可罰；一覧褻

讃査籔番号
生 活 形 （） 　　　　　へ似Xをがす。

（調査年月） 難｝ G　i 慕 C蓋 興 議 銭艦贋 毒

PQ－1
1978．5 1（3） 三（3） 7（2嬢） 9（30） 2（7） 基（13） 3（10） 3（鎗） 3◎

！979．5 隻（3） 3（8） 8（22） 12（3a） 2（5） 嘆（11） 3（8） 4（董1） 37

！978．互。 皇（2） §（13） 9（19） 14（30） 婆⑲） 6（12） 5（蓑） 3（の 嘆7

！979．三〇 隻（3） 5（三3） 5（！3） 雛（2s） 2（5） 5（13）｝ 6（三5） 亟（矯） 39

舜9－2

1978．5 G 0 7（i2） 亙2（20） 蔓（2） 呈9（33） 8（玉4） 隻1（19） 58

三979、5 ◎ ◎ 9（15） 1三（18） 1（2） 18（30） 9G5） 茎3（20） 61

／978．！0 o o i2（！7） 越（20） 1（隻） 2三（30） 三〇（！塵） 13（璽8） 7隻

1979．10 o ◎ 11（三7） 笠0（16） ！（2） 璽9（30） 9（廼） 童3（2！） 63

瓢詮一3

1978．5 1（3） 2（6） 3（8） 12（33） 1（3） 1三（30） 1（3） 5（隻4） 36

1979．5
91（3） 1（3） 2（7） 9（30） 亙（3） 10（3婆） 0 6（20） 30

1978．10 2（5） 喚（10） 2（5） 11（28） 2（5） 12（30） 2（5） 5G2） 4◎

三979．10

PQ－4
1978。5

1979．5
1978．10

1979．10

PQ－5
1978．5

1979。5
1978．10

1979．10

三（2）

嘆（15）

6（17）

5（17）

8（22）

0

0

0

◎

3（7）

3（11）

丞（12）

5（17）

6（16）

1（2）

0

1（1）

0

凄（　9）　皇爆（31）

〇　　三3（墨8）

2（　6）　15（44）

0　　羅（48）

1（　3）　　17（違6）

7（12）　18（31）

10（12）　29（35）

11（13）　　30（35）

三嗅（13）　35（34）

1（2）　　蔓4（31）

1（璽）　　謹（15）

0　　　5（1δ）

1（婆）　　3（10）

0　　　3（8）

1　（2）　　16（27）

3（4）　21（25）

3（4）　23（27）

3（3）　30（28）

2（4）

0

0

0

0

7（12）

10（12）

9（10）

6（鍵）

2（7）

2（6）

1（4）

2（5）

8（14）

10（12）

9（10）

11（11）　11（慧）

45

27

34

29

37

58

83

86

10爆
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調査区番号
生 活 形 （） は％を示す。

（調蛮年月） HH 丁難 G H Ch N M MM 計

PQ－8
玉978．5 3（10） 3（10） 6（19） 7（22） 0 5（16） 3（10） 嘆（13） 31

1979．5 5（17） 2（7） 3（10） 8（27） 0 7（23） 1（3） 4（13） 30

1978．10 一 一 … … ｝ 一 一 一 一

1979．10 4（9） 6（15） 7（18）

@　騨

7（18） 0 8（20） 2（5） 6（15） 40

PQ－9
1978．5 圭（5） 3（16） ！（5） 7（37） 0 3（16） 1（5） 3（16） 19

1979．5 1（4） 2（8） 2（8） 7（28） 0 6（2違） 3（12） 壌（16） 25

1978．10 1（4） 4（16） 2（8） 7（28） 0 6（24） 2（8） 3（12） 25

1979．10 1（3） 2（6） 3（10） 7（23） 1（3） 9（29） 4（13） 4（13） 31

PQ－10
1978．5 G o 12（16う 25（34） 4（5） 20（27） 6（8） 7（10） 74

1979．5 0 0 13（16） 27（33） 3（4） 23（28） 7（9） 8（10） 81

1978．10 0 0 12（16） 24（32） 2（3） 20（27） 9（12） 8（10） 75

1979．10 0 0 1娃（16） 29（34） 4（5） 22（26） 8（9） 9（10） 86

PQヨ1
1978．5 0 3（43） 0 4（57） 0 ◎ ◎ 0 7

1979．5 0 1（17） 0 5（83） 0 0 0 0 6

1978．10 0 0 0 6（100） 0 0 0 0 6

1979．10 0 0 0 5（100） 0 0 0 0 5

PQ－12
三978．5 0 1（17） o 5（83） 0 ◎ o 0 6

1979．5
0 1（20） 0 填（80） 0 0 0 0 5

！978．10 o 1（25） 0 3（75） o G o o 4

1979．10 0 1（20） 0 婆（80） 0 0 0 0 5

PQ－13
1978．5 0 6（46） 0 7（54） 0 0 0 0 13

三979．5 0 5（42） 0 7（58） 0 0 0 0 12

1978．10 0 6（50） 0 6（50） 0 0 0 0 圭2

1979．10 0 9（56） 0 7（4の 0 0 0 0 16
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調査鷺番号
生 活 形 （） は％を示す。

（調i査年月） HH Th G H Ch N M MM 計

PQご14

1978．5 1（34） 里（33） 1（33） 0 0 0 0 0 3

1979．5 1（34） 1（33） 1（33） 0 0 0 0 0 3

1978．10 1（34） 1（33） 1（33） 0 0 0 0 0 3

1979．10 2（50） 圭（25） 1（25） G C ◎ 0 0 4

PQ－15
1978．5 0 3（6） 7（15） 21（46） 2（4） 4（9） 4（9） 5（11） 46

1979．5 0 4（8） 5（10） 22（45） 2（4） 4（8） 5（10） 7（14） 49

1978．圭0 0 7（9） 9（12） 30（41） ’3（娃） 12（16） 5（7） 8（1．1） 74

1979．10 0 9（11） 9（11） 32（40） 3（4） 14（17） 6（7） 8（10） 81

PQ－16

1978．5 1（3） 2（6） 8（24） 11（32） 2（6） 2（6） 3（8） 5（15） 34

1979．5 0 1（4） 7（24） 11（38） 2（7） 3（10） 2（7） 3（10） 29

1978．10 ◎ 6（13） 8（18） 15（33） 3（7） 3（7） 5（11） 5（11） 45

1979．10 1（2） 5（10） 10（22） 1娃（29） 4（8） 3（6） 5（10） 6（13） 48

PQ－18

1978．5 一 『 … 『 … ｝ 一 一 …

1979．5 0 2（5） 3（7） 15（37） 2（5） 11（27） 6（14） 2（5） 41
一

1978．10 一 一 … 『 一 ｛ 一 一 …

1979．10 0 2（3） 7（11） 27（43） 3（5） 14（22） 7（11） 3（5） 63

PQ－19

1978．5 4（19） 2（10） 3（15） 11（52） 0 0 0 1（5） 21

1979．5 7（30） 3（13） 1（4） 12（52） 0 0 0 0 23

1978．10 8（2婆） 8（24） 3（8） 14（41） 0 0 0 1（3） 34

1979．10 7（21） 7（21） 3（10） 16（48） 0 0 0 0 33

PQ－20
1978．5 6（33） 2（11） 3（17） 5（28） 0 1（5） 0 1（5） 18

19？9．5 8（27） 5（17） 3（10） 10（33） o 2（7） 1（3） 1（3） 30

1978．10 0（26） 8（21） 4（11） 14（37） 0 1（3） 0 1（3） 38

生979．10 8（24） 6（18） 5（15） 11（33） 0 2（6） 1（3） 1（3） 33

一14一



調査区番号
生 活 形 （） は％を示す。

（調査年月）
HH Th G 登 Cぬ 賛 赫 MM 欝

PQ－21

P978．5 2（6） 2（6、 7（22） 10（30） 0 10（30） ！（3） ！（3） 33

1979．5 3（8） 1（3） 7（三7） 三5（38） o 1茎（28） ！（3） 亙（3） 39

エ978．10 2（5） 2（5） 6（15） ／9（壌5う i（2）
叢。（24）i

！（2） ！（2） 違2

1979．10 2（5） i（3） 7（董8） 聾（37） 玉（3） 10（26） 2（5） ！（3） 38

PQ－22
P978．5 5（17） 屡（14） 4（懲） ／2（償） 1（3） 2（7） O　　　l 三（3） 29

1979．5 5（20） 2（8） 垂（16） ！2（塵8） i（尋） ／（の o o 25

1978．10 δ（19） 6（2） 3（12） 9（蓼5） 三（繧） 1（繧） 6 ！（4） 26

1979．10 6（！5） 10（26） 5（蓋3）　　　　…

@　　　1

茎3（33）1 監（3） 2（5）｝ 三（3）

@　　　i

　　　39

PQ－23

P978．5 o 3（蓮）

　　　　1

R（！の 10（45） 0 2（9） 3（14）

　　　　1

P（5） 22

1979．5 0 4（三8） 3（1護） 9（40） 0 2（9） 3（14） 1（5） 22
1

1978．10 i（4） 5（2◎） 3（13） 10（婆2） ◎ 2（8） 2（8） 圭（4） 2姦 1
1979．10 0 6（24） 塁（16） 8（32） ◎ 2（！2） 3（12）

1（の｛
25

食

PQ－25

P978．5 1（3） 0 ／歪（28） 13（33） 3（7） 5（13） 3（7） 4（10） 護0

圭979．5 0 1（2） 13（29） 17（38） 2（暴） 6（13） 2（婆） 4（9）　　　　　｝

邸

璽978．10 ！（2） 1（2） 12（24） 17（34） 4（8） 8（16） 3（6） 4（8）i 50

1979．1G 1（2） o 圭2（24） i7（34） 3（6） 8（16） 婆（8）
5（！0）i

50

PQ昭6
P978．5 2（5） 3（7） 5（12） 17（40） 0 11（27） ！（2）　　　　… 3（7） 42

1979．5 圭（2） 2（5） 6（14） 16（38） ！（2） 12（30） 1（2） 3（7） 42

1978．10 … 一 一 … 皿 … … 一 一

ま979．10 3（5） 3（5） 7G2） 22（39） 0 16（28） 2（4） 4（7） 57

PQ－27
P978．5 8（40） 0 1（5） 9（45） 0 1（5） 0 1（5） 20

1979．5 7（33） 2（10） ！（5） 8（38） 0 2（10） 0 1（5） 21

1978．10 『 一 … … 一 皿
0

一 『

1979．10 6（27） 2（9） 2（9） 9（40） 0 2（9） … 1（5） 22
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調査区番号
生 活 形 （） は％を示す。

（調査年月） 壬｛薮 丁難 G I　H Ch N M M擁 計

PQ－28
3（16） 2（11） 2（11） 8（42） 0 4（21） 0 0 19

！979．5 3（16） 4（2D 2（11） 6（26） 0 4（2圭） 0 o 19

！978．1e 2（9） 5（23） 1（5） 8（36） 0 5（23） ！（5） 0 22

1979．10 3（19） 3（圭9） 1（6） 6（36） 0 3α9） 0 0 16

PQ－29　　讐

1978．5 3（25） 3（25） 0 6（δ0） 0 0 0 0 12

！979．5 3（25） 3（25） 0 6（50） 0 0 0 0 董2

1／97＆10 3（23） 3（23） o 7（δの 0 0 0 o ！3

茎979．10 1（13） 2（25） 0 5（62） 0 ◎ ◎ o 8

PQ一一30

1978．5 0 0 3（10） 8（26） 1（3） 11（35） 3（10） 5（16） 3凌

1979．5 0 0 7（17） 12（29） 茎（2） 13（31） 5G2） 婆（9） 塵2

三978．10 0 0 8（18） 13（28） 2（遮） 13（28） 5G1） 5（11） 基6

1979．笠0 0 ！（2） 8（15） 三2（23） 2（㊨ 16（31） 6（12） 7G3） 52

PQ－31a
1978．5 0 1（2） 6（14） 12（28） 2（5） 6（14） 6（i4） 10（23） 43

1979．5 0 0 9（14） 11（30） 2（5） 3（8） 5（14） 7（19） 37

蓋978．10 0 o δ（13） 13（34） 1（3） 5（13） 6（16） 8（21） 38

箆979．10 0 ◎ 12（24） 圭6（32） 2（の 5（10） 6（12） 9（18） 50

PQ－31b
19？8．5 o 0 3（10） 9（31） 1（4） 娃（14） 4（14） 8（27） 29

1979．5 0 0 9（20） 15（33） 2（5） δ（11） 4（9） 10（22） 45

1978．10 0 0 7（エ8） 11（27） 3（8） 4（10） 4（10） 11（27） 40

1979．10 0 0 8（17） 14（29） 3（6） 7（15） 4（8） 12（25） 48

PQ－32
1978．5 0 0 11（24） 8（18） 2（4） 7（16） 7（16） 1G（22） 45

1979．5 0 0 14（23） 15（24） 2（3） 10（16） 7（11） 13（21） 62

里978．10 0 0 7（舞） 15（29） 2（4） 6（12） 7（14） 14（27） 51

1979．10 0 0 10（19） 重5（28） 2（4） 7（13） 7（13） 12（23） 53
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調査区番号∈
生 活 区 （） は％を示す。

（調査年月） HH Th G H C難 N M MM 計

PQ－33

P978．5 0 1（25） 0 3（75） 0 0 0 0 4

1979．5 0 1（25） 0 3（75） 0 0 0 0 4

1978．10 0 3（6G） o 2（40） 0 0 0 0 5

1979．10 0 1（20） 0 4（80） 0 0 0 0 5

PQ－34

P978．5 0 4（17） 4（17） 10（42） 0 5（21） 0 1（4） 24

1979．5 0 4（16） 4（16） 10（40） 0 6（24） 0 1（4） 25

1978．10 2（9） 4（18） 2（9） 8（36） 0 5（23） 0 1（5） 22

1979．10 … 一 『 一 … 一 … … …

PQ－3δ

P978．5 1（2） 0 3（6） 13（26） 2（4） 14（28） 7（14） 10（20） 50

1979．5 1（2） 0 2（4） 8（17） 3（7） 15（33） 7（15） 10（22） 46

1978．10 一 一 ｝ ～ 『 　 ｝ 一 『

1979．10 1（1） 0 8（11） 15（21） 2（3） 25（35） 8（11） 12（18） 71

PQ一一36

P978．5 3（43） 3（43） 1（14） ◎ 0 0 0 0 7

1979．5 3（60） 1（20） 1（20） 0 0 0 0 0 5

1978．10 3（50） 2（33） 1G7） 0 0 0 0 0 6

1979．10 2（40） 2（40） 1（20） 0 0 0 0 0 5

PQ－38
P978．5 1（3） 0 2（6） 9（29） 2（6） 9（29） 5（17）

3（10）　　　　P 31

1979．5 2（4） 1（2） 4（9） 17（36） 1（2） 11（23） 5（11） 6．（13） 47

1978．10 2（4） 2（4） 2（4） 15（30） 圭（2） 14（28） 6（12） 8（16） 50

1979．10 … … ㎝ 一 … ㎝ 一 一 『
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春季相 秋　季相

PQ一鋼

1978［＝＝一コー董9，9［一＝＝＝＝＝＝コ［一
　　　PQ－12

19？8

1979

Th

Th H

Th H

Th 琵

　　　PQ－13

1978一［＝＝一19，，［〕〔：］土＝＝＝＝亙＝＝］［＝＝一＝］
　　　PQ－33

、、，8［一［一＝＝コ1979［一＝＝＝＝＝コー
図5　生活形スペクトル（A群）

　　　　　　　　　　　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋挙相

　　　夢｝Q一！4

1g・、［＝亟＝コ＝＝τ＝コ＝＝亙コ［＝一＝コ
　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　リ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロた

1、7，E＝璽＝＝［＝正＝工＝至＝コ［＝＝更＝＝＝丁＝躯＝コ
　　　PQ－19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MM　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻

19，8一＝ニユコー＝＝＝口、，，，［更±一＝ゴ［＝璽＝亡並亡＝〕〔＝ゴ
　　　臼Q－28

・・78［一〕］画；一1，7，〔璽工＝一＝コ踵＝工一］
　　　PQ－29

・9・8［璽＝一夏＝コ［亙；〔；＝＝コ
、，？9［一＝＝＝コ〔一＝＝＝コ
　　　華》Q－36

19，8［＝亘i〔＝］＝＝ココ［＝＝璽＝＝＝工＝＝延コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロササコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドらず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

，97gE＝＝：璽＝＝＝＝＝＝［〔コ［＝＝璽＝＝工＝一コ

図6　二二形スペク塾ル（i3群）
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PQ－3

春季相（5月）

　　Ch

秋　華　絹（10月）

197，由並〕〔＝亡璽コ血ゴ三三＝並＝亙＝立遜コ
　　HH
　　　PQ一尋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c鍛　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（為　　　厳蟹

・・7・［近回；＝＝〔＝＝耳＝郵［璽ユ；璽；＝＝＝〔コ丁耳

1，，、［三巴一ココ［一
1、78鹸一瓢駆〔一湿
1，7，國二一＝ココ〔一　　　1コQ一受豊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cぬ　　謝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C弛殖輔

19？8［：亟＝匡〔；＝＝＝〔＝耳翼墾．・閣・，　・＿彗］

重279［一一・遡　　　鈴Q一二馨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議．

1978肱G　　・　　　・　臨一＿＿」　　　　ノ　　　　プナ　　　　　　　　　　ノゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　ノド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ロ

19？9［一　　三　G　　　　　H　　　　　童ギ　　羅羅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cb
　　　戸Q－3轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醜

1，78［一＝口［璽一　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

19，8〔一〔＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

春季媚

鷹㌘　　盤三溝舞多スペ整ト藷　（《｝霧）

秋季相
粋Q－9

三978

1979

1978

1979

ま978

圭9？9

1978

蔵979

1978

1979

1978

1979

〔酊：訂＝＝一コ〔国＝一霞Q一座⑪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胎齢

［：亜＝；回＝翼［＝笙；〔一
［亙］ユ］＝二二］［＝璽＝工＝一
PQ－2＄

PQ－8

［一［二二亜］＝－］二二］PQ－38　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎｝

園＝：亘＝回＝■＝ユ＝雪国丞［一］】巨璽］
　ぼも　　　　　もら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コう　ヨ　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　ノ

団一郵〔＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ
F｝Q－　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H｝i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓢瓢

，、・ A・ 秩E、・、M蝉一D
図＄生活形スペクトル． iD群）

　　　　　　　　　一19一
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ド癒一2 鎌

春季絹 秋季縮

玉978

三979〔一工〕亜コーコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　，

〔亙工＝〔r＝＝豆〔璽コ〔一［璽コ
騨《藷一3馨 Ch 懸

、粥［i一郵［一！，，，〔ご［＝一［一
1978

三9マ9

鈴《四一愛藝 Th薮鴛

琿＝一碧町＝〔一
　　驚鐸鐙一直a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c猶

齪［一コ［一コ、，，，［一コ［一　　　誉畿一露癒

卿・巨；＝一世］［＝一コ
、鱗一〔亙＝〔＝一　　　園丁一3窯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c短

19，，〔一　　　　L　　　　　　　　　　　　、rも，，　　　　　　　　　、亀．　　　　　　　　、］［一＝］

醗〔董＝ユ＝一＝亟コ〔〔工＝一丁コ亟〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趨蓼　　鑑護奮彫スペウ多ル　（籔繋）

　　　　　　　　　　　　　　　　春　季　絹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋、．季　相

、，，lh置＝ゴェ＝皿囲一＝星図
、、，，一＝ゴ〕壷画亡ゴ＝＝r＝t＝rt画
　　　群襲一組　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ch
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表6

調査年月環

調査面積（η3×η診）

方　　　位

記　　斜　　（。）

標　　高　　＠）

高木第一層の高さ（切

高木第一層植被率囲

低木層の高さ　（π）

低木層植被率　｛％）

草木層の高さ　｛（浦

草木層霜被率　（瑚

出現二二

永久方形区（PQ－1）の種組成

MMスギ　　　　　B豊

MMミズキ　　　　S

Nヤマアジサイ　　S

Mアプラチャン　　S

Mヤマウコギ　　　S

Hシラネセンキュウ　K

Nモミジイチゴ　　K

Hボタンネコノメ　K

HHコバギボウシ　　K

Hミズヒキ　　　K

Gアカネ　　　　K

Mマタタビ

Hクサコアカソ

Hナンプアザミ

Gマムシグサ

Hコスミレ

Cぬバクモウイノデ

Gフタリシズカ

　Gヤマガシュウ

Thツリフネソウ

Nツリバナ

78　　78　　79　　79

5／22　10／2　5ノ憺0　10／3

麗0麗0麗0．2メ20

NWNWNWNW
10　10　16　10

820　820　80　　80

20　　20　　20　　20

80　80　80　80
2．5　　2．5　　3．0　　2，5

30　　30　　20　　20

α5　　α5　　0メ宴　α4

40　　50　　40　　〈塾0

30　　47　　37　　39

　5。娃　5◎4　5。4　5◎4

　＋　1・エ＋　＋

　＋◎2　　1●2　←2　　1●2

　2。2　202　2。2　2。2

　十　　十　　十　　十

　2。2　2。2　2。2　　1。2

　1。2　　1。2　　1◎2　　102

　2。3　　2。3　293　3。3

　1。2　　102　　1④2　　102

　1⑦2　　1。2　1．2　　1。2

　十　　十　　一ト　十

K＋・2＋。2＋　÷

K1・21。2紳2＋・2

K＋　÷　＋　÷

K＋　＋　＋　＋
K1。2　　1。2　一←　　　1。2

K＋　＋　＋　＋

K←2＋・2一ト　＋御2

K＋　÷　＋　＋

王（＋●2　　1。2　＋　　　1◎2

K十　十　　十　　十

Chチヂミザサ

MMウワミズザクラ

Hガンクビソウ

Gレンプクソウ

H？サワギク

Gウチワドコロ

Gフキ
製ハナイカダ

Hヤマハッカ．

　　へ　　　　
Th、ソソバ

Hトボシガラ，

H抽ツヤエムグラ

Thタネツケバナ

丁難ヤブマメ

Mノブドウ

翼ヘクソカズラ

Mアケビ

Thハナタデ

Hイヌトウバナ

MMオニイタや

Hヒメノガリヤス

Gクモキリソウ

Chオシダ

Chヘビノネゴザ

Thキツリフネ

Nノイバラ

Nヤマブキ

Gスギナ

Hオオヤマフスマ

Gトコロ

Hイノコズチ

T難ミズ

Mコバノガマズミ
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H　セキヤノアキチョウジK

Gオオカモメヅル　K

K
S

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

十

1。1

1・2＋。2

1。2十

1・2十

圭。21。2

十

〇

＠

o

十

〇

●

o

●

o

o

o

o

o

◎

◎

o

o

◎

0

9

0

0

0

0

2◎2　　1●2　3◎3

・　　＋　　十

　　十　　。

　　1。2　・

　　1・2　・

　　1。2　・

十　　十　　。

。　十　　十

1。2十　十

十　1・2→喝2

→一。2　＋㊧2　1醗2

十　　。　　。

十　＋・2・。

2。2　1。2　2騨2

十

十

÷。2

十

十

十

十

÷

÷

十

÷

9

0

0

0

o

o

十

唱

Ω

o

o

十

十

9

0

0

0

十

十

十

十・

o

o

o

o

o

◎

十

十

十

十



表7，　永久方形匿（PQ－2）の種紐成

調査年月日 78　78 79　79

5／2210／2 5／20圭0／3

調査面積 （鷹×那） 20×202〔〉⑳2C昭020＞く20

方　　　位 N　　N N　　N

傾　　　斜 （。） 10　10 10　10

標　　　高 ＠） 975　975 975975

高木第一層の高さ（殉 13　圭3 13　13

高木第一層植被率襯 80　80 70　70

高木第二層の高さ（司 8．0　8．0 8．0　8，0

高木第二層植被率幽 20　20 20　20

低木層の高さ
｛η〉

3．0　3．0 3．0　3．0

低木層植被率 幽 40　40 40　30

草木層の高さ 繍1 α3　03 α3　0．3

草木層植被率 鰯 20　20 20　15

出現種数 58　71 61　63

MMコナラ B王 4。3　4。3 4。3　3。3

M酸シラカンバ B1 2・2　2。2 2・2　2。2

　　　←lMコブシ B2 十　　十 十　　十

S。K： 十　　士 士　　士
　

MMホウノキ B正 十　　圭・1 十　　十

MMニガキ B王 1・1　。 1・1　1・1

S 十　　十 ÷　　十

MMクリ 81 1。1　1・1 1・2　1。2

MMウワミズザクラ　81 2。2　22 2。2　2・2

B2 1・2　1。2 1・2　1・2

K ÷　　十 ・　十

MMミズキ B1 1・1　。 1・1　1・1

易 十　　十 十　　十

S 十　　十 ・　十

MMカスミザクラ B1 1・2　1。2 1。2　1。2

Mミツバアケビ B2 1・2　1・2 圭・2　1。2

MMフジ 翫 2。3　2・2 2・2　2。2

MMヤマボウシ 既 1。2　1・2 1・2　1。2

S 十　　十 十　　十

Mヤマウルシ 82 十　　十・2十 十

一22一

Mヤマウルシ　S
Nミヤマイボタ　　S

Nツリバナ　　　　S

　　　　　　K
Nコバノガマヅミ　S

Nサワフタギ　 S

Nコマユミ　　S

　　　　　　K
Nガマヅミ　　　　S

Nサンショウ　　S・K

Mダンコウバイ　　　S

Nニシキギ　　S

Nズミ　　　 S

Nオトコヨウゾメ　S

Nヤマツツジ　　S

　　　　　　K
厳ウリカエデ　S。K

Nツノハシバミ　　S

　　　　　　K
Mアプラチャン　　K

chヘビノネゴザ　　K

HアキノキツンソウK

MツルウメモドキB2

　　　　　S・旦
Gアケボノスミレ　K：

Nサルマメ　　 K

Mミツバアケビ　　K

Hエイザンスミレ　K

Hタガネソウ　 K

Gタチドコロ　　K

GミヤマナルコユリK

Nノイバラ　　K：

HホソバヒカゲスゲK

Hキバナアキギリ　K

GサラシナショウマK

G　ヒトリシズカ　　K

十　十　十　十
2。2　 1。2　 2●2　　2●2

1●2　　2・2　　1・2　　1●2

茎・11。1　1・1圭・1

十　十　十　十
1。2　　1。2　　1。2　　1。2

十　十　十　十

十　・　1。2　1・1

十　十　十　十

土　士　十　±

十　十　十　十
1。2　　1。2　　192　　1，2

十　÷・2十　1・2

1・11・11・1 1・1

1。2　　1・2　　 ◎　　十

1・21・21・21・2

十　十　±　士

十　十　一ト2十2

・　÷　十　十

十　十　十　十
1。2　　1．2　　1。2　　1・2

十　十　十　十

・　・　十　十

十　土　十　士
2。2　　2・2　　1・2　　1・2

＋・2　　牽噛2　　＋・2　　＋・2

2．2　　2。2　　2。2　　1。2

1・2十　十　十

十・2÷2十2　一ト

1●2　　1卿2　　1．2　　1。2

十　十　十　十

十　＋。2＋。2十

1●2　　1●2　　1。2　　1。2

十　十。1十　1。1

十　十　十　十

十　1・1十　十



Nシナノザサ　　K

H　ヒメノガリヤス　K

Nモミジイチゴ　　K

Gヤマガシコ」ウ82・璽

Mノブドウ　　　K

冠ミヤコザサK
葺　シラヤマギク　　K

Gキジカクシ　　K
・テン

ﾇ藁K
瓢ヤマグワ　　　　　S

鍼Mヤマモミジ　亀・K：

Nクロヅル　　　　K

HツリガネニンジンK

Hナライシダ　　　K

Hチダケサシ　　　K

弼ヤマウコギ　　K

興　タンナサワフタギ　K

餌　アオツヅラフジB2・K

Gノダケ　　　K：

Gタチシオデ　　　K

Gイカリソウ　　K

Nモミジイチゴ　　K

十　 十

十　　。

十　　・

十　 土

十　 十

1・2十

　　十

十

　　十

　　÷

十

　　÷

・　÷

十

　　÷

　　十

÷

　　o

十・2

十

十

±

！・1

畢

十

÷

÷

o

÷

十

十

Hミツバツチグリ　K

戴猛在アオハダ　　　　S

Gオオカモメヅル　K

翌ヒカゲスゲ　　K

翌トウヒレン　　K：

瓢ナツヅタ　　　　K

〈3ツルニンジン　　K

Gアカネ　　　K
翼　アキカラマツ　　K

難　オカタツナミソウK

藝クサボタン　　鼠

翼ヤマカモジグサ　K

灘トボシガラ　　K

銅ミヤマガマズミ　S

薮オケラ　　　K

Hイチヤクソウ　　K

置ヌスビトハギ　　K

擁ムラサキシキブ　S

賀麗エンコウカエデK

Hタニセリモドキ　K

譲　ヒヨドリバナ　　　K

十

十』

十

十

／磯

十

十

〇

十

十

十

十

ゆ

o

o

鰯

や

十

十

十

十

十

㊥

一23一



蓑騒承久方形区（PQ－3）の種羅成蓑

調査年月鼠

謝豊面積（⑳×肌）

方　 位

傾　 斜　
1。｝

擦　 高　
｛肌）

高寒第二屡の高さ（爾

高木第二麿自発薬醐

抵木屡の高さ　｛矯｝

端末縫植被率三
元木腰の高さ　｛翻

草末巖植畿率醐1
欝ケ癒髪の惑溺率醐

　出馬種数
套弧荏アカマツ　　　　8£

　　　　　　s
も郷フジ　　　B2

　　　　　　S

醸耀コナラ　　 82

　　　　　　S
Nノリウツギ　　S

翼エシキギ　　 S

弱ズミ　　　　S

　　　　　　K
魏　ミヤマイポタ　　S

MMウワミズザクラ　S

餐　ノイノぐう　　　　S・K

層レンゲLツツジ　　S

Gヤマドリ・ゼンマイ　K

Hニッコウシダ　　K

Hマツバスゲ　　K

Nシナノザサ　　K

MMミズキ　　　K

78　　78　　79　　79

5／2010／2　5／23　10／3

1（ン1◎i（》く101（》く101〔》く10

L　L　乙　L

935　935　935　935

7　？　7　7
3◎　　30　　30　　30

3．5　　3。5　　3．5　　3．5

60　60　60　60

α6　0．60．60．6

30　　　70　　　30　　40

！0　！0　10　隻0

36　　喚0　　3◎　　婆5

2。2　2。2　2。2　2・2

・　十　十　・

1雨2　！q2　1。2　1。2

・　　　1翰2　1。2　隻ゆ2

十・2・　十　十

1・三1・2蔓・1宝・ユ

十　2・2十　十

3④3　3・3　3・3　3。3

・　率　・　。

1。11。1三・11・1

2ゆ2　2◎2　2。2　2。2

十　÷　・　・

1触2　1。2　1。2　1。2

十　十　十　十

±　1・2十　十

十　　 1。2　1●1　2．2

2◎3　393　2・3　3．3

2。2　3。3　2◎2　303

1．2　　1◎2　　i●2　　1・2

十　1。2十　1。2

．十　畢　1。1　1・1

蔚ヤマツツジ　　　K

Rミツバツチグリ　K

Cぬヘビノネゴザ　K

T鼓ヒメジョオン　　K

翼マメスゲ　　 K：

登ホソバヒカゲ妙K

Nつマユミ　　K：

麹！醗コバノギボウシ　K

翌ツボスミレ　　　K

餌クマヤナギ　　K

Hチ：ダケサシ　　　K

Hタチツボスミレ　K

Hヒメシダ　　K
麺　ミヤマウク隆ヌカグラS

琵ヌカボシソウ　　狂

翌コメガヤ　　 鼠

GオオバノトンボソウK

銅ク環ツノくう　　　憂く：

煎クマヤナギ　　S

瓠ツノレウメモドキS

　　　　　　K
Mノブドウ　　 K

Thウナギツカミ　　K

Tぬアケボノソウ　　K

瓢ヤマウルシ　　　S

Hノガ9ヤス　　猛

鷺ススキ　　　K：

M雁カスミザクラS・K

Mヌルデ　　　S
Gザゼンソウ　　K：

Hオオヤマフスマ　K

Hミミナグサ　　K

Thタネツケバナ　　K

Chカタバミ　　　　K

Gト：コロ　　　K

HHヒメシロネ　　　K
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十　　 十　　十・2　十。2

←2　　→一　　十。2　　十92

十　1・2十　十

十　十　季　1・1

1・2　　1毒2　　1。2　　1。2

一←臼2　÷碧2一垂鴫2　※02

十　一ト　十　十

十・2十・2十・2十・2

牽・2十・2・

十　・　十

牽・2・　十

十　十・2÷

・　十　幸

十　・　・

十、。 @勉

1・2・　・

÷　・　十

・　十・2・

・　十　・

・　牽　・

．　　　　　　◎　　　　　 脇

・　十　・

・　十　・

・　十　・

・．　14・

・　十　・

・　十　・

・　。　十

十　　・　・

1・2・　・

十　・　・

十　・　・

÷　・　。

・　十　 ・

・　十　・

・　十　・

卦2

十

十

十・2

÷

十・2

十・2

十

十

1・1

十

±

3

9

0

●

●



Thアシボソ　　　　K

Hハネガヤ　　　　K：

HオオバノヤエムグラK

Gヤマガシュウ　　K

Hノコギりソウ　　K

Gカラハナソウ　　K

Gテンナンショウ　K

Hホソバシケシダ　K

十

十

。　　　　　　　「●

十　　・

・　　十

・　　十

・　　十

・　　十

・　　十

一25一



表g　永久方形区（戸Q－4）の種級成袋

調歪年月日 78 78 79 79

’
5／20　10／2　5／23　10／3

調歪面積　（πし×7π） 5x10　5×10　5×10　5×10

方　　　位 L L L L

傾　　　斜 （。）

標　　　高
（7π｝ 935 935 935 935

低木層の高さ
（肌） 2 2 2 2

低木顧植被率 協1 15 15 15 15

草木層の高さ 瞬） 0．3 0．3 0．4 0．5

草木層植被率 囲 75 90 90 100

コケ層の植被率 協） 40
｝ 30 30

出現種数 27 29 34 37

N　ミヤマイボタ S 1・1 1・1 圭・1 1・2

Nノイバラ S 十2 ＋・2 ÷・2 ＋・1

簸Mミズキ S 十・ 十 ÷ 1・2

Nノリウツギ S 1・2 2・2 1・2 1・2

R　ツボスミレ K 1・2 2・2 1・2 1・2

H　ヨモギ K 2・2 2・2 2・2 2・2

Hマツバスゲ K 1・2 1・2 1・2 1・2

Rチダケサシ K ＋・2 率・2 1・2 1・2

RHヒメシロネ K 1・1 2・3 1・1 1・2

猛　ススキ K ÷・2 2・2 1・2 1・2

H　ミツバツチグリ K 率・2 1・2 1・2 1・2

冠　ヒメシダ K ＋・2 2・2 1・2 1・2

Hヤマアワ　‘ K 2・2 2・2 2・2 2・2

艮Hヤマアゼスゲ K 2・2 2・2 2・2 3・2

HHアブラガヤ K 1・2 1・2 1・2 1．2

T難ウナギツカミ K 1・1 2・2 ● 2・2

磁｛サワギキョウ K 十 ◎ 十 十

丁難ヒメジョオン K 率 ● 1・1 1・1

H　ミヤマシラスゲ K 1・2 1・2 2・2 ■

Hウマノアシガタ

Hノハナショウブ

Thヤノネグサ

Thミゾソバ

N　イヌコリヤナギ

Hニガナ

Thタネツケバナ

Hゴウソ

MMフジ

Hオオヤマフスマ

Hスイバ

chヘビノネコザ

HHコマツカサススキ

HHサワヒヨドリ

Thアシボソ

Hノガリヤス

Hムカゴニンジン

Gイヌゴマ

薮ヤマキツネノボタン

Thッユクサ

Gチゴユリ

H註ヌマトラノオ

KHドクゼリ

HRアカバナ

釣蝋ハンノキ

Nキツネヤナギ

Hハンゴンソウ

孚hハナタデ

HHイ

Hヤマノコギリソウ

Hオトギ刃ソウ

Rエゾノギシギシ

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

S

S

K

K

K

K

K

K

●

士

十

1・2

十

十

十

十

■

●

●

o

o

o

●

●

o

◎

1・2

十

十

十

1・2

◎

十

1・2

十

1・2

＋・2

÷

●

十

〇

〇

〇

◎

o

o

＋・2

十

士

十

÷・2

●

十

十

■

o

o

1・1

÷

十

十

十

十

十

◎

o

十

＋・2

十

1・2

0

十

〇

2・2

十

1・2

1・2

十

1・1

十

●

十

十

十

十

十
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蓑葡永久方形匿（ドQ－5）の種親成表

調査年月矯 78 78 79 79

5／2310／2 5／2310／5

調査面積 ＠x加） 15×2015メ2015x2015＞（20

方　　　位 L L L

傾　　　斜 （。）

標　　　高 （篇） 965 965 965 965

高木第一層の高さ（司 13 13 13 13

高木第一層植被率鰯） 85 85 85 85

低木層の高さ （加｝ 2．0 2D 20 2．0

低木層植被率 鰯 20 20 20 20

草木層の高さ
｛傭）
α3 0．3 0．4 05

草木層植被率 幽 50 50 40 50

出現引数 58 86 83 104

噛MMカラマツ B1 5・5 5・4 5・4 5・4

MMクリ S 率 十 率 十

MMコナラ S 1・1 1・2 14 1・1

K 十 十 ◎ o

Nノリウツギ S 1・2 1・2 1・2 1・2

Mダン：コウバイ S 十 ÷ 十 十

MMミズキ S 1・1 1・1 十 十

MMウワミズザクラ S 1・2 1・2 ＋・2 ＋・2

Mヤマグワ S 十 ÷ 十 墜

N　ヒメウコギ S ＋・2 ＋・2 圭・2 1・2

N　ミヤマウグイスカグラS 十 率・2 十 十

Nタンナサワフタギ S 2・2 2・3 2・2 2・2

Mタラノキ S・K 十 十 十 ±
一

N　ミヤマイボタ S 1・1 1・2 1・2 1・2

N　レンゲツツジ S 1・1 1・1 1・2 1・2

K ÷・2 ．＋・2 ◎ ■

MMフジ S 1・2 2・2 2・2 2・2

K ． ● 1・2 2・2

MMカスミザクラ S・K 十 十 ± 十

N　コマユミ S・K 十 士 ＋・2 ＋・2

N　カラコギカエデS・K： 十 十 士 土
㎜

’Hハネガヤ K 2・3 2・3 1・2 1・2
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Mアケど　　　　K

G　ヒトリシズカ　　K

R　タチツボスミレ　K

蓑ワレモコウ　　K

Nボタンヅル　　　K

Hアキカラマツ　K

Nエガイチゴ　　S・K

M　ミツバアケビ　　K：

M　／vぐヤマボクチ　　K：

Mエビヅル　　　　蓋く

葺　タカトウダイ　　K

Hタムラソウ　　K

chヘビノネゴザ　　K

MMイワガラミ　　　　K

H　ホソバヒカゲスゲ　K

Nクサボタン　　K

Nスイカズラ　　K

Nナワシロイチゴ　K

薮ノハラアザミ　　K

Hヤマカモジグサ　K

Gアケボノスミレ　K：

MウリハダカエデK

Hケマルバスミレ　K

Nガマズミ　　　K：

H　ツリが冨ニンジン　K

Hオカタツナミソウ　K

Gチゴユリ　　　K：

Gトコロ　　　　K：

G　フユノハナワラビ　K

Nクサイチゴ　　　K：

登　シラヤマギク　　K

Hヤマハッカ　　K

H　ミツバツチグリ　K：

MノブドウK
Mヤマウルシ　　　S

N’ノイノぐう　　　S。K

茎・22・2

1・1　1・2

十　　十

十　　十

十　　÷

十　　÷

十　　÷

＋・21・2

十　　十

＋・2＋

÷　　十

＋　率・2

1・2　2・2

準・2　＋・2

1・2　2・2

÷

＋・2

＋・2

十

÷

＋・2

÷

＋・2

十

十

÷

十

十

十

十

2・32・3

1・1　1・圭

十　　率

十　　十

＋　　1・2

十　　÷

＋・1±

1・2　1・2

畢　1・1

＋・2＋・2

1畦　＋

1・1　1畦

王・2　1・2

＋・2　＋・2

1・2　1・2

十　　十

＋・2　＋・2

1・2　1・2

十　　十

亭　　十

1・1　1・1

十　　十

÷　　十

。　　十

率　　・

十　　。

1・2　・

・　　十

十　　・

・　　十

十　　十

＋　1・1

1・2　1・2

＋　＋・2

十　　十

＋・2＋・2



底蝋オニグノレミ　　　　　S

G狸義ンショ9監

HオオバノヤエムグラK

Hハネガヤ

Nサルマメ

Hチダケサシ

Hイヌヨモギ

登ユガナ

Hナンテンハギ

Hカワラマツバ

Chオシダ

Nコボタンヅル

Chウツボグサ

Hタチフウロ

Gタチドコロ

Gオオバギボウシ

Thヒメジョオン

Gナルコユリ

Hジン雪ウイチヤクソウK

Hゲンノショウコ

Hツルリンドウ

Nイヌザンショウ

Gシオデ

HオオアブラススキK

Hネズミガヤ

Nアオツヅラフジ

Gクモキリソウ

Hオトコエシ

Nニシキギ

Gササバギンラン

Nマユミ

Hタニセリモドキ

齋リヨウブ

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K
S

K

K

K

K

K

K

K

K

K

S

K

K
S

K
S

K

K

o

◎

■

o

圭・2

0

●

●

0

9

0

0

0

0

●

o

十

十

十

十

●

●

の

魯

0

9

0

0

0

0

■

9

0

十

十

3。3

2・2

十

1・2

十

十

十

十

＋・2

1。2

十

●

1・1

十

〇

十

●

＋・2

÷

牽・2

十

争・2

十

十

十

十

十

〇

●

十

十

十

2。2

1・2

1・2

1・2

十

十

十

｛＋）

＋・2

1・2

＋・2

率・2

十

「

駿

■

÷

●

o

o

●

o

o

■

●

●

●

十

十

十

十

十

＋・2

2・2

1・2

1・2

1・2

1・1

十

十

十

÷・2

1・2

十

十

1・2

＋・2

十

●

＋・2

十

＋・2

1・2

十

十

＋・2

十

十

十

十

十

MMエンコウカエヂ　S

Nハンショウヅル　S

Nソヨゴ　　　　K

G　ヨツバハギ　　　K

HアキノキリンソウK

NコバノガマズミS・K

Gノダケ　　　　K

H　エイザンスミレ　K

Gアカネ　　　　K

Hハンゴンソウ　　K

HシラネセンキュウK

Nハナイカダ　　　K

N　ヤブハギ　　　　　　K：

H　タケニグサ　　　K

Nクサボケ　　　S

Gアマドコロ　　K

Hヨモギ　　　　K：

H　べ＝ノサ・イチヤクソウK

Hキンミズヒキ　　K

Hヌスビトハギ　　K

Gヤマガシュウ　　K

H　ヒヨドリバナ　　K

Nヤナギ属の一種　S

Nオトコヨウソ“メ　K

MツルウメモドキS・K

Gヤマトサカブト　K

Hナンプアザミ　　　S

Hノコンギク　　K

Nモミジイチゴ　　§

Nクマヤナギ　　K

琶ナライシダ　　　K

MMヤマモミジ　　　K：

Hキクムグラ　　　K：

●

9

●

■

o

●

十

十

十

●

●

◎

●

o

o

o

o

o

o

◎

o

●

o

o

o

●

o

o

o

●

o
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o

●

●

o

o

◎

o

●

o

●

十

十

●

驕

o

o

●

o

■

●

◎

o

o

●

■

●

o

●

o

●

，

十

十

十

十

士

十

〇

●

o

②

o

o

＋・2

十

十

÷・2

●

9

0

0

●

●

o

o

o

o

o

，

●

o

o

十

十

十

十

ま　’

十

〇

●

●

●

o

o

o

■

◎

o

十

1・1

÷

十

十

十

士

十’

十

十

1・2

十

十

十

十



褒羽　永久方形匿（PQ－8）の種組成表

調査年月日 77 78 79 79

6／9 5／225／2310／3

調査面積 ＠×切 5x20 5×205メ205＞く20

方　　　位 L L L L

傾　　　斜 （。）

標　　　高 ＠） 880 880 880 880

高木第二層の高さ（司 9 9 12 12

高木第二層植被率幽 90 90 70 80

低木層の高さ
（彿） 2．5 25 2．5 2．5

低木層小駅率 幽 30 30 15 30

草木層の高さ （㈱） 1．0 1D 0．5 0．7

草木層植被率 幽 75 75 60 85

出現種数 47 31 30 40

MMハンノキ B2 4・4 4・4 4・4 5・4

S 十 ● 十 十

K ・ 十 十 十

N　ミヤマイボタ S 2・2 1・2 1・2 1・2

MMミズキ S 十 十 十 1・1

K 十 十 十 十

Nスイカズラ S 十 o o o

K 1・2 十 1．2 十

HHミヤマシラスゲ　K 4・5 4・5 4・5 4．5

Hマツバスゲ K 1・2 1・2 ＋・2 ＋・2

Thミゾソバ K ＋・2 十 ←2 牽・2

Hチダケサシ K 1・2 1・2 生・2 1・2

H　ツボスミレ K 2・2 2・3 2・2 2・3

G？カラハナソウ K 十 十 十 十

Nノイバラ S・K 十 士 十 十

』
N　ミツバウツギ K 1．2 十 1・2 十

Mツルウメモドキ K ÷ 十 十 十

Gイヌゴマ K 十 十 十 ＋・2

N　ズミ S 十 十 o 十

Nクロツバラ S・K 十 ● 十 士
｛

Gスギナ K 1・1 1．玉 十 幽

Thツリフネソウ K 十 ● 十 2．2
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登Hイ　　　　　K

へ弧｛イヌザクラ　　　K

Hヒメシダ　　　K：

H　トボシガラ　　　K

HHコバギボゥシ　　K

氏吼｛ウワミズザ汐ラS・K

H　オオバノヤエムグラ　K：

9ワレモコウ　　K

Nケヤマウコギ　　　S

Hアカソ　　　　K

H蓑ヨシ　　　　　K

Thウナギツカミ　　K

HHドクゼリK
MMフジ　　　　・S

　　　　　　　　K

Gゴマナ　　　　K

蟹アケビ　　　　K

Gトコロ　　　　K

・誘ウグイスK

Hイネ科の一種　　K

Gアカネ　　　　K

HHヒメシロネ　　K

八弧窪オニグノレミ　　　B2

N：コマユミ　　　S

Nクサボケ　　　S

Nヤマウコギ　　 S

Nカンボク　　　S

HシラネセンキュウK

Hハンゴンソウ　K

翌アザミ属の一種K

HHクサレダマ　　K

HHサワオグルマ　K

難キンミズヒキ　K

Hアキカラマツ　K

Nヤマブキ　　　K

H・ヤマゼリ　　　K

十

十

十

＋・2

十

●

十

十

十

十

十

●

o

◎

0

1・1

十

十

1・2

十

十

十

十

÷

十

十

十

●

o

o

十

十

十

〇

〇

÷・2

＋。2

十

十

十

十

十

9

9

の

o

o

■

o

o

o

十

十

十

÷・2

十

十

十

十

十

■

十

〇

十

＋・2

÷

o

o

o

o

十

÷

十

＋・2

十

十

十

＋・2

＋。2

十

十

十

〇

〇

〇

D



Gコウヤワラビ　K：

Thノミノフスマ　　K

頁タニギキョウ　K

Gテ励i種K
Thキツリフネ

HHシロ不
赫ミツバアケビ

Thタネツケバナ

Gクモ：キリソウ

K

K

K

K

十

十

十

十

●

，

o

o

o

o

o

O

＋・2

十

十

十

●

■

9

0

●

o

●

o

●

o

●

o

●

●

o

●

〇

十

Gタチシオデ　　K

N　クマヤナギ　　　K：

Thミズ　　　　　K

Hヌスビトハギ　K

Thアシボソ　　　K：

MMニセアカシヤ　K

Thタニソバ　　　　K

NタンナサワフタギK

●

o

o

o

o

o

o

’●

●

●

●

，

9

0

●

o

●

，

●

■

●

o

o

o

十

十

÷

十

十

÷

十

十
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蓑短　　永久方形区（騨Q一§）の種綴成蓑

調査年月日 78　　　78　　　79　　　79

5／22　10／2　5／24　10／3

調歪薦積 （窺×7π） 2×2　　2×2　　2×2　　2x2

方　　　位 L　　L　　L　　L

傾　　　斜
｛。｝

標　　　高 勧 915　　915　　915　9i5

草木層の高さ 團 0．25　α6　　　0．3　　α6

草木層植被率 囲 75　　　80　　　60　　　80

コケ層の植被率 幽 60　　　60　　　50　　　25

出現時数 19　　　25　　　25　　　31

Hツルネコノメソウ K 3。3　　3・3　　3◎3　　3。3

以上オタカラコウ K 圭・2　　＋・2　　1●2　　2。2

Thツリフネソウ K 亭　　　　2・3　　1．2　　3・3

Nミツバウツギ K 十　　　十　　　十　　　十

MMコブシ K 率　　　十　　　十　　　幸

MMミズキ K ＋　　＋　　季　　1・1

MMウワミズザクラK： 1。1　÷　　　1。1　1・1

Kツボスミレ K 1・2　　1●2　　1。2　　1。2

GヤマトリカブトK ＋・2　＋・2　＋・2　＋

Hヒメシラスゲ K 牽。2　　＋●2　　＋。2　　＋。2

Nヤマコウギ K 十　　　十　　　十　　　十

Nモミジイチゴ K 牽　　　十　　準　　　十

H　トボシガラ K ＋。2　　＋。2　　＋．2　　率や2

鷺　ヒロバコンロンソウK 3・3　÷・2　2・2　争

Thヒメジョオン K 十　　　1・1　十　　　1・／

Mダンコウバイ K 十　　　十　　　・　　　十

Mノブドウ

Gヤマガシュウ

Nスイカズラ

Hミツバチグサ

翌マツバスゲ

T語ノミノフスマ

蕪ヤマブキ

Hスイバ

翼ミヤマイボタ

擁アブラチヤン

躍輔カスミザクラ

麟サルマメ

Hタニギキョウ

MMタニソバ

冠イヌザンショゥ

Mツルウメモドキ

Nカマズミ

Mミツバアケビ

Chケチヂミザサ

Gシオデ

Nヘクソカズラ

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

◎

魯

o

十

牽・2

0

0

0

÷・2

o

o

o

●

十　　十

1・1÷

十　　準

十　　÷

2・2　・

十

÷

9

華・

十

〇

〇

〇

〇

〇

9

〇

十

十

十

三4

十

〇

十

1・1

＋・2

÷

o

十

÷

十

十

i4

十

〇

十

十

十

十

十
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褒将　永久方形区（PQ一節）の種組成蓑

調査年三臼 78 78 79　79
5／22　10／2　5／24　10／3

調査面積 7×20　7×20　7×207×20

：方　　　位

X　　　斜

W　　　高

L930 L930 L　　L

X30930

高木第一罎の高さ（場 12 12 12　12

高木第一層植被率幽 30 40 違0　40

高木第二層の高さ（切 7 7 7　　7

高木第二層植被率囲 70 60 6◎　60

低木層の高さ　　（彿｝ 2．5 2．5 2．5　2．5

低木層植被率　　（％｝ 10 20 20　20

草木層4）高さ　　（㈱） 0．3 0．3 0．3　0．3

華木層植被率　幽 4◎ 70 60　60

出現種数 74 75 81　86

鱗Mカラマツ　　　B2 2・2 2・2 2。2　2・2

Nヤマウコギ　B2 3・2 3・3 3・2　3。3

翼　　　ミ　ツノ・ミウ　ツギ　　82 2・2 2・2 2・2　2・2

　　　　　　　S

@　　　　　　K
lアケビ　　　　B2

1・2

¥1・2

o十1・2 1・2　1・2

¥　　十

P・2　1・2

S 1・2 ◎ 2。2　1・2

K 1・2 3・3 2・2　2・2

N　ミヤマイボタ　B2

@　　　　　　S
lMフジ　　　　　B2

1・2

¥2・2

1・2

¥2・2

1・2　1・2

¥　　　十

Q・2　2・2

K 十 1・2 1・2　1・2

M　ツルウメモドキ　S ＋・2 十 ＋。2　＋

Nヤマツツジ　　S 十 十 ＋　　1・2

Nズミ　　　　　S 十 十 十　　牽

MMイヌザクラ　　S 1・1 1・1 1・1　1・1

N嬬駕グィB・ ・ ● 1・1　・

S・K 十 十 士　　±

MMウワミズザクラ　S 十’ 十 1・1　＋

K 十 十 十　　　十

Nツノハシバミ　S

Nサワフタギ　　S

Nガマズミ　　K
飛ヤマブキ　　 S

MMミズキ　　　K

Hキバナアキギリ　K

Nイヌガヤ　　 K

Hタチツボスミレ　K

HヒカゲスミレK
Hアカショウマ　K

H　ヤマカモジグサ　　K：

G　フシグロセンノウ　K

H　ホソバヒカゲスゲ　K

ch　ミヤマクマワラビ　K

Hケマルベスミレ　　K

G　ヤマドリゼンマイ　K

Hサワギク　　　K

H盤割バノヤエムグラK

HミツバツチグリK

Hヤマオダマキ　K

Nボタンゾル　　K

M嫉コブシ　　　K

Nレンゲツツジ　K

Hクサ：コアカソ　K

Nミヤコザサ　　K：

Nモミジイチゴ　K

Gヒトリシズカ　K：

Hタガネソウ　　K：

Gオオバギボウシ　K
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Gサラシナショウマ　K

Gアケボノスミレ　K

Nチョウセンゴミシ　S

　　　　　　　K

Gキジカクシ　　K

Chチヂミザサ　　K

N：コマユミ　　K：

十

十

十

十

主・2

十

十

1・1

十

や

1・1

十

十

十

十

十

十

1・2

十

＋・2＋・2千

1・21・2季

十　　十　　牽

＋　＋・2＋

2。2　　2唇2　　2。2

1・2　　102　　王．2

十　　十　　十

＋．2　　＋．2　＋●2

1●1　　1。2　　1。1

十　　。　　十

1。2　　2●3　　1●2

率　　十　　十

202　　3。3　　1．2

十　　十　　十

十　　十

十　　十

十　　十

十　　十

十　士

1・21◎2

十　　十

十　　十

＋　1・1

十　　十

十　　十

1・21・1

三・2＋

十　　十

十　　十

十　　牽

準　　十

弓一　1・1

十　　濡

手　　十

1。21・2

十　　十

十

十

±

2・2

十

1・1

十

十

1・2

1・2

十

十

十

1。2

十

十

1・2

＋。2

1・2

1・1

1・2

1・2

十

1・1

1・2

0

3・3

3。3

十



Hアカネスミレ

Hキクムグラ

Mノブドウ

MMハンノキ

Nバイカウツギ

Mヤマグワ

Hアキカラマツ

Gフタリシズカ

Hタニギキョウ

K

K

K

B2

S

K

K

K

K

K

HヒメノガリヤスK

Gアカネ　　　K

Hオオイトスゲ　K

Nハナイカダ　 K

M：ムラサキシキブS・K

Mマタタビ　　　K

Hツルリンドウ　K

Hヒヨドリノぐナ　K

Gヤマガシュウ　K

弧弧｛エンコウカエデ　K

Gタチシオデ　　K

Nヒョウタンボク　S

Hサジガンクビソウ　K：

ChイヌワラビK
Nクサボケ　　　K

Gイヌゴマ　　　K

Hタイアザミ　K

Gウバユリ　　　K

HオオヤマハコベK

Hチダケサシ　　K

Mミツバアケビ　K

十

1・2

十

1・1

■

十

●

1・2

1・2

1。2

＋。2

1・2

0

●

o

●

9

÷

十

十

十

十

十

十

＋・2

＋・2

1・2

十

1。1

●

●

十

十

1・2

÷

0

9

十

十

十

十

十

十

十

●

●

o

o

●

●

o

＋・2

＋・2

1・1』＋・2

1・21・2

十　　÷

・　1・1

卿　　十

十　　十

●　　十

十　　十

・　2・2

生・2　．

1・2　i・2

＋・2　＋・2

1・2　÷

1・1　＋

土　　土

十　　十

÷　　1・2

十　　十

十　　十

十　　十

＋　　1・1

十　　　。

十　　　．

。　　十

十　　　．

十　　　。

十　　　。

十　　　。

o　　　　　　　ゆ

・　　　　　　　吟

ChカタバミK
H　オオヤマフスマ　　K

Gクモキリソウ　K

Nツリバナ　　　K

Gシオデ　　　 K

H　トボシガラ　　K

Hキンミズヒキ　K

MサンカクヅルS・K

MMコナラ　　　　K

Gワラビ　　　　K

蟹　ウリハダカエデ“　K

餐マユミ

Hタカトウダイ

Hツボスミレ

N　コバノガマズミ

厳ナツヅタ

Hダイコンソウ

Gクサソテツ

H　クルマバソウ

K

K

K

K

K

K

K

K

薮　ヒカゲイノコズチ　K

Nスイカズラ　　K

Mヤマウルシ　　萄

Hナンテンハギ’　K：

Mウリカエデ　　K

Chヘビノネゴザ　K

HホソバシケシダK

H　トラノオシダ　K

H　ヤマハッカ　　K

H　ノガリヤス　　　　K

Hヤマハタザオ　K：

十

十

●

●

O

o

o

o

e

●

診

■

十

十

十

エ・2

●

●

●

■

●

o

o

◎

9

0

●

o

●

1・2

十

十

十

＋。2

●

●

o

◎

o

◎

●

●

o

◎

十

十

十

の

サ

。

●

o

o

ゆ

鯵

o

P

o

●

o

÷

十

十

十

十

＋・2

o

o

o

十

■

o

o

●

o

o

o

1・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

や・2

十

●

9

0

0

0

e

1・2

十

十

十

＋・2

十
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蓑纏

調査年月日

調査面嶺（彿×7π）

方　　位

傾「　斜　　（。｝

標　　高　　1窺1

葦木層の高さ　（備）

草木騒植被率幽

出現種数

永久方形匿（PQ一謹雪）の種懇成表

翌シバ　　　　K

雛ナガバグサ　　K

HハイコヌカグサK：

Hシロツメクサ　K

Thタチイヌノフグ弓　K

翌オオバコ　　　K：

蔓　セイヨrツタンポポK

Tぬスズメノカタビラ　K

T蟄ヒメジョオン　「K

琵オオウシノケグナ　K

78　　78　　　79　　79

5／22　10／2　　5／22　10／3

25×4　2！5×堆　25×4　2．5＞碓

L　L　L　L

935　935　935　935

7　7　8　7
98　　99　　　90　　100

7　6　6　5
少嘆5・5

3・32・3

2。2　1。2

・　　十

＋・2　・

亭　　十

。　　十

＋。2　・

率　　。

5・55・5

3・43・3

＋・21・2

＋・2　÷幽

1・2　・

十　　。

o　　　　　　　ゆ

・　＋・2

表欝　永久方形区（鈴Q一馨2）の種総成蓑

調査年月日 78 78 79　79
5／21 1G／25／2210／4

調査蕨積　（飛×切 3×3 3×3 3x3　3x3

方　　　位 L L L　　L

傾　　　斜 （。｝

標　　満
（況） 920 920 920　920

草木属の高さ
（（雁｝ 5 15 6　　8

草木層植被率 翻 98 99 100　100

出環種数 6 嬉 5　　5

Hナガバグサ K 4・4 5・5 ひ5　5・5

Thスズメノカタビラ K 3・3 1・2 1・2　1。2

難オオバコ K 十 十 十　　　十

Hシバ K 1・2 2・2 隻・2　！・2

Hハイコヌカグサ K 2・2 翰 2・3　2・3

鷺シロツメクサ K 1・2 ¢ 診　　　　　　　　　　　闘
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蓑総

調査年月環

調査面積　（π』×7η，）

方　　位

傾　　斜　　（。｝

標　　高　　㈲

：草木層の高さ　（c飛）

草木層植被率　醐

永久方形匿（PQ一茎3）の種羅成褒

出現字数 K

Thヒメジョオン　K

Hナガバグサ　　　K

HハイコヌカグサK

H　セイヨウタンポポ　K

Thヒメムカシヨモギ　K

Thメマツヨイグサ　K

Hヨモギ　　　　K

Hシバ　　　　　K

RシロツメクサK
Thスズメノカタビラ　K

ThオランダミミナグサK

Thタチイヌノフグリ　K

Thアキメヒシバ　K

Thメヒシバ　　　　K：

Hスベリヒユ　　K

Tねコニシキソウ　K

Hユガナ　　　　K：

Hオオウシノケグサ　K

Thイヌビヂ　　K

78　　78　　　79　　79

5／22　10／2　　5／22　10／4

3×3　3x3　　3×3　　3×3

L　L　　L　L’

920　920　　920　　920

5　8　6　3
85　　　80　　　50　　　85

13　　12　　！2　　16

褒17　永久方形区（PQ－13）の種組成褒

調i査年月日　　　　　　78　78　’79　79

　　　　　　　　　　5／22　10／2　5／23　10／5

言閣査τ醸積　　（ア乃×πし）　　5×5　5×5　　5×5　　5×5

方　　位　　　　L　L　L　L
傾　　斜　　（。｝

標　　　高　　　（窺）8408408408壌0

草木層の高さ　（㈱｝3　8　3　6

草木層植被率　鰯　100100100　100

2・2

2・3

4・4

十

十

十

1・2

1。2

＋・2

十

〇

〇　，

●

十

●

十

2・2

2・3

十

十

1・2

十

3・4

0

3・3

2・2

1・2

÷・2

0

2・3

2・2

1・2

十

十

2・3

＋・2

2・2

■

十

◎

1・2

1・1

1・2

2・2

1・2

十

十

十

4・4

十

1・2

十

〇

2・2

十

1・2

十

●

o

＋・2

コケ層の植被率 醐

出現種数 3 3 3 喚

HHセリ K 4・4 牽・2 5・4 弓畷

Thミゾソバ K 2・3 5・5 2・3 3・3

Gスギナ

鷺Hアカバナ

K＝　2魯3　　＋　　　2。3　　293

K…　　　　　　＋・2
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蓑18・永久方形区（PQ一徳）の種既成蓑

調査年月巳 78　　　78　　　79　　79

5／22　10／2　5／20　10／3

調査糠積 ＠×π） 1（》く1010×1010×1010×1

方　　　位 W　　W　　W　　W

傾　　　斜 （。） 3　　3　　3　　3

標　　　高 ＠） 875　　87S　　875　875

高木第一層の高さ（寵） 12　　　12　　　12　　　12

高木第一層植被率鰯 85　　　80　　　85　　85

低木層の高さ 伽） 1．0　1．0　1．0　1．0

低木層植被率 圏 20　20　3　　3

草木層の高さ ㈱ 0醤8　　0。8、　0疎8　　0。8

草木層植被率 幽 80　60　60　60

出現種数 46　　　74　　　嘆9　　8玉

MMカラマツ B1 5・4　　5・4　　5・4　　5・基

Nニガイチゴ S 2。2　　2・2　　＋　　　　1◎1

K 魯　　　　。　　　　1・2　　1。2

MMオニグルミ S 十　　　牽　　　十　　　率

Nカラコギカエデ ・S 十　　十　　牽　　十

K 牽　　十　　牽　　十

為弦4ミズキ S・K 士　　：士　　士　　士

Hヤマトウバナ K ＋・2　＋　　＋　　＋

Chケチヂミザサ K ＋・2　　2β2　　1。2　　2・2

H　ミツバベンケイソウK ＋・2　＋。2　＋　　＋

Hダイコンソウ K： 2・2　　2・2　　2。2　　1融2

薮スイバ K 2。2　　1・1　　1。1　　1・1

H　トボシガラ K 2。3　　2・3　　2。3　　1。2

Gフキ K 2・2　　1。2　　2。2　　2．2

Gサラシナショウマ K 1・2　1・2　1・2　1・2

Hオオヤマハコベ K 1。2　＋　　1・2　＋

Gゴマナ K ＋・2　　＋儘2　　＋。2　　＋。2

Hツボスミレ K 2。3　　1の2　　2●3　　1。2

Hオトコエシ K 2。2　　2。3　　1・1　　1・1

H雰群イチやK 1●2　　1。2　　162　　1σ2

ThアレチマツヨイグサK 2。2　1・1＋　　＋

Thヒメジョオン K 1・2　　1。2　　1．2　　　1．2

　　　NボタンヅルK
　　　Mノブドウ　　 K

　　　Mアケビ　　　 K

　　　Hヨモギ　　　K

　　　Hケゴンアカバナ　K

　　　Hキクムグラ　　K

　　　Gスギナ　　　K

　　　HゲンノショウコK

　　Thヘビノネゴザ　K：

　　　HタカトウダイK
　　　H　ミツバチグリ　K：

　　MMコナラ　　　K：

　　MMフジ　　　　S

　　　Gアカネ　　　K

　　　HエゾノギシギシK

　　　Hキンミズヒキ　K：

　　　N　ヒョウタンボク　K

　　　Hミズタマソウ　K

　　　Hススキ　　　 K

　　　Mダンコウバイ　 K

　　　琵筆入ヤマフスマ　K

　　　Gクモキリソウ　K

　　Thヤブジラミ　　K：

　　MMウワミズザクラ　K

　　　瓢アプラチャン　S

　　　N　ミヤマウク院スカグラK

　　MMクリ　　　　S・K

　　　薮　ヤマカモジグサ　K

　　　GヤブユンジンK

　　　M　ミツバアケビ　K

　　　Hミヤマハコベ　K

　　　HアキノキリンソウK：

　　　Gヤマガシュウ　K

　　Thヤブマメ　　　K

　　ThツサフネソウK

　　　Gトコロ　　　K
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十

十

＋・2

＋・2

1・2

＋・2

＋・2

＋・2

十

十

＋・2

十

十

＋・2

1・2

1・2

＋・2

十

＋・2

÷

o

o

o

o

＋・2

＋・2

＋・2

0

●

●

十

十

1・2

÷

÷

÷・2

＋・2

十

十

十

十

率

÷

十

十

＋・2

＋・2

9

1・1

＋・2

十

十

十

士

十

十

〇

十

十

十

十

十

十

十

＋・2

十

十

＋・2

牽・2

＋・2

十

÷

÷

十

十

〇

1・2

◎

十

エ・1

＋・2

十

十

十

十

十

〇

十

〇

◎

●

十

＋・2

2。2

十

＋・2

十

＋・2

十

十

十

〇

十

＋・2

圭・1

1・主

1・1

十

十

十

士

十

●

o

幸・2

十

十

1・1

十

十



Chカタバミ　　　K

Hケマルバスミレ　K：

聾在　ツノレウメモ｝ごキ　　K：

頁ヨメナ　　　K：

NナワシロイチゴK

H　ノガ’弓ヤス

Nヘクソカズラ

Hユウガギク

MMサワラ

Nスイカズラ

Thアシボソ

Gシオデ

Hアカツメクサ

N　アオツヅラフジ

Mヤマウルシki

Hウマノアシガタ

鷺工ゾタンポポ

Thミドリハコベ

Thノミノフスマ

Nイヌザンショウ

Hウシハコベ

Hアオイスミレ

Hヘビイチゴ

Hセンボンヤリ

Tぬハナタデ

Nクマヤナギ

K

K
K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

NコバノガマズミK

Hアカソ　　　K
蓑ノイバラ　　　K

蕪タチツボスミレ　K

HヤマキツネノボタンK

釣弧1カ日ミザクラ　K

Nタンナサワフ雪下K

Hネズミガヤ　　K

Hシロツメクサ　K

Thツユクサ　　 K

餐　サノレトリイノミラ　　K：

十

十

十

十

十

÷

十

÷

十

÷

十

十

十

●

o

十

十

十

十

十

÷

●

●

●

“　㊥

9

0

o

騨

●

●

9

0

0

0

3

十

〇

÷

十

●

9

0

●

o

o

9

●

●

●

o

●

o

』率

十

十

十

十

十

十

十

十

！・1

十

十

十

十

，

9

9

0

0

十

十

十

十

十

十

十

Nズミ　　　　K
Nヤマウコギ　　K

Thコウゾリナ　　　K
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蓑鴛　永久方形匿（猟鳶一雪6）の三組三菱

謂査年月B　　　　　　　　 78　　78　　79　　79

　　　　　　　　　　5／22　10／235／2310／5

調査面穂（皿×7π）10＞41脚10濯10＞4

方　　位　　　　L　L　L　L
傾　　斜　　（。）

標　高　（瑚i874874874874
　　　　　　　　　ミ琳第一層の高さ酬1010101・
三三～醐被率酬80708080
　　　　　　　　　多
抵木層の高さ｛窺）i151．5！，51．5

躰騨碑醐i1。2。1。2。
　　　　　　　　　i
草木層の高さ　（（輔0喝0婚◎・50・5

草木属植被率　鰯｝80　10　70　70
　　　　　　　　　1

出現種数 34　　　虞5　　　29　　48

MMカラマツ Bl 5・嗅　　5。護　　・5。4　　5・4

泌ヤマグワ S ／壽2　　2◎2　　1②2　　2磨2

Gアカネ K 1魯2　　＋。2　　÷Φ2　　＋◎2

震　カラコギカエデ S 十　　　十　　　率　　　十

M酸オニグルミ s 十　　　十　　　÷　　　十

慕ダイコンソウ K 3働3　　3縁3　　3・3　　2。3

Gフキ K 2㊥3　　292　　303　　3。3

Gサラシナショウマ K 2。2　　2◎2　　2。2　　2・2

Gスギナ　　　　K1・2　率

Mアケビ　　　　S十・2　÷

　　　　　　　　K1・2　2・2

Thヒメジョオン　K　2・2÷・2

H　トボシガラ　　K2・3　2・3

C飽ヤマイヌワラビ　K＋・2　＋・2

Chヘビノネゴザ　K＋・2＋・2

Hエゾノギ’シギシK十。2＋

Hツボスミレ　　K畢・2　＋・2

Gノダケ　　　　K：＋　　＋

弩スイバ　　　　K＋・2　＋

Hタニセリモドキ　K1・2＋

MMウワミズザクラ　K＋　　÷

Nスイカズラ　　K＋・2＋

十　　十

幸　　十

2・2　2・2

1・2　1・2

2・32・3

十　　率

＋・2＋・2

÷　　十

1・2÷・2

1・1　1・1

十　　十

1・1　1・2

十　　十

÷　　十

琵ゲ’ンノショウコ　K

Mノブドウ　 B1・旦

　　　　　　　　　K

｝｛ミズタマソウ　K

Thツリフネソウ　　K：

MMコナラ　　　　K

G　ナッノハナワうど　K

Gムラサキケマン　K

HHセリ　　　　K
登オオヤマハコベ　K

耳タニギキョウ　K

MMミズキ

琶タカトウダイK

Gトコロ　　　Bl

　　　　　　　　　S

M　ツルウメモドキ・　S

Hナンテンハギ　K

Hネズミガヤ　　K

Thヤブマメ　　　K

Nナワシロイチゴ　K

Mツタウルシ　　区

Rナンバンハコベ　翼

Gヤマガシュウ

H　トラノオシダ

Thアシボソ

Chカタバミ

Hオトギリソウ

Gアマドコロ

Th　ミゾソバ

Gタチシオデ

Th：コウソ“リナ

登ヒヨドリバナ

Hウシハコベ

Hアカツメクサ

一38一

十

÷

十

十

十

癌2

十

2・2

＋・2

K｝＋

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K
K

K

N　ミヤマウク娑スカグラK

畢

o

o

g

o

o

ゆ

6

0

9

0

0

0

0

。　　十

十　　・

十　　・

＋・2・

十

十　　・

。　　十

　　十

辱　　　　　　　　0

　　2・2

　　＋・2

1・2

　　0

十

＋　1・2

＋・2

　　9

　　◎

　　◎

　　●

　　●

　　■

　　o

　　o

　　＋・2

　　十

十

＋・2

十

十

準

＋・2

蕊・2

÷・2

÷

＋・2

十

十

十

十

十

十

〇

曹

o

o

o

o

●

o



Thアレチマツヨイ

MMクリ

　チヂミザサ

　イヌゴマ

　　ミミナグサ

　クモキサソウ

K

K

K

K

K

K

エゾタチツボスミレK

o

』十

十

＋・2

十

十

十

一39一



褒豊。

調査年月日

永久方形区（沖Q一鴛）の種継成裏

調査下臥　（耽×7π）

：方　　位

傾　　斜　　（。）

標　　高　　（飛）

高木第一懸の高さ1司

高木第一層植被率三巴

低木層の高さ　く切

低木魑二丁率　　｛鰯

草木層の高さ　㈱

草木層植被率　醐

コケ層の植被率　幽

出現種i数

M蟹カラマツ

Nニガイチゴ

N

Nメギ

M醗エゴノキ

Mアケビ

Nサワフタギ

　　　　　　Bl

　　　　　　　S

　　　　　　　K

ヒョウタンボク　S

　　　　　　　K

　　　　　　　S

　　　　　　　S

　　　　　　　S

　　　　　　　K

　　　　　　　S

　　　　　　　K

N　ミヤマウ”習スカグラS

Hタチツボスミレ　K

Hヨモギ

Gカラハナソウ

Mダンコウバイ

Hキクムグラ

Hススキ

難ノハラアザミ

Chオシダ

K

K

K

K

K

K

K

78　　78　　79　　79

5／2　　10／2　5／24　10／5

　　　　　5×皇05鴎O

　　　　　L　　L

隻0051005

ま2　玉2

85　85

1．5　1．5

30　40

0・5　0・5

70　70

15　15

41　63

5威　5・4

2・2　3。3

1・21・2

1・2　1・2

＋・2　・

十　　・・

主。2　＋

1・1　1・1

＋。2＋・2

2・3　2。3

1・1　1・1

＋・2＋・2

1・1　1・1

1・2＋・2

1・2　1・2

1・2＋

十　　十

＋・2　＋・2

1。2　2・2

や。2＋。2

十　　十

Gアカネ

Gワラビ

Hサワギク

Mミツバアケビ

登　トボシガラ

賊ヤマウルシki

Mアプラチャン短

Hタカトウダイ

N　レンゲツツジ

Hヒヨドリバナ

Thアレチマツヨ

Nスイカズラ

H　アキノキ・リンソウ

丁捻ヒメジョオン

餐サルマメ

Nミヤマイボタ

Mツノレウメモドキ

Nモミジイチゴ

蕪ツボスミレ

Hカワラナデシコ

H　ホソバヒカゲスゲ

Hノコンギク

C蝕ウツボグサ

Nノリウツギ

Hセンボンヤリ

Hヌスビトハギ

MMミズキ

Hオトコエシ

Hネズミガや

一40一

K

K

K

K
K：

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K
S

s

S

K

K

K

K

K

K

K

　ミツバツチグリK

　　　　　　　　S

　　　　　　　　K

　　　　　　　　K

HオオバノヤエムグラK：

Hチダケサシ　　K：

Nハナイカダ　　K

Mノブドウ　　　Kl

Gキンラン　　　K

Hイタドリ　　　K：

率　　幸

千　　十

十　　十

浄　　十

牽。2　＋

十　　一←

牽　　十

十　　十

一←　　十

＋　　勲2

÷　　十

＋　　＋・2

→一　　幸

十　　幸

十　　十

準　　十

や　　率

1・2　三・2

1・2　1。2

1・2　。2

1。2　1・2

十　　十

＋　　＋・2

±：　牽

｛＋）　・

。　　十

。　　1・2

。　　十

。　　率

。　＋・2

・　　十

。　　十

。　＋・2

・　牽・2．

．　　十

・．．十



Hニガナ　　　K
Gオオカモメヅル　K

蕪コバノガマズミ　K

㌶ツノハシバミ　K

Hヒゴグサ　　K

Hタニタデ　　K：

Hヒメシダ　　K
Chイヌガンソク　K：

Gトコロ　　　K
狂ヤマカモジグサ　K

Hコナスビ　　K

Gノダケ　　　Kl

十

÷

十

＋・2

＋・2

一41一



嚢灘　　永久方形区くP襲一緯）の種懇成蓑

調査年月日 78 78　79　79
5／20　10／2　5／2彦　10／5

調査面積 （寵〉伽） 5×5 5×5　5x55×5

方　　　位 L L　　L　　L

傾　　　斜 （。）

標　　　高 （耽） 922 922922922

草木層の高さ 團 3 15　3　　18

草木層植被率 （鰯 40 100　40　90

出現種数 21 3違　23　33

H　シロツメクサ K 2・2 2・2　＋・2　夢2

登Rセリ K 1・2 1・2　1・2　＋・2

HKイ K 2・2 2・2　2・2　＋・2

蘇ヤマノコギリソウK 畢 ÷　　　十　　　十

Gスギナ K ！・2 1・2　1・2　1・2

HHアブラガヤ K 2・2 2・2　2・2　2・2

Hヨモギ K ！・2 3・3　2・2　3・3

Thウナギツカミ K 率 十　　　十　　　十

Hツボスミレ K 率・2 ＋・2　一ト・2　“2

Thミゾソバ K 十 十　　　率　　　一ト

Kマツバスゲ K 1・2 1・2　2・2　・

麗　ヨシ K 十 1・2　・　　｝・2

Hチダケサシ K 十 ＋　　・　　1・2

丁丁フジ

Gイヌゴマ

翌ユウガギク

Gゴマナ

K率

K＋

K＋

K＋

十　　　。

1・1　・

十

・　＋・2

→一・2

2・2

＋・2

＋。2

Hススキ　　　　K

HHコマツカサススキ　K

Hノデンノショウコ　K

H　ホソノツヨツバムグラK

HHアゼスゲ　　　K

薮キツネノボタン　K

Thコブナグサ　　K：

H琵サワオグルマ　K：

Hヤマアワ　　　K

R蛎3鐸ドジヨK
Thアメリカセンダング擁く

Thヤブマメ

Hコシロネ

丁目ヤハズソウ

HHアカバナ

Kスイカズラ

Hクサイ

慕カモガヤ

Gチガヤ

Kヒメクグ

HHチゴザサ

Thイヌタデ

Thツユクサ

H琵カワラスゲ

Hモエギスゲ

Thアシボソ

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

＋　率・2

　　2・2

　　＋・2

　　1・2

　　1・2

　　十

　　4・4

　　＋・2

　　÷

　　3・3

・　2・2

　　十

＋・2・

　　＋・2

　　十

　　攣・2

　　÷

o

2。2

÷・2

1・2

＋・2

十

÷

1・2

幸

十

＋・2

3・3

＋・2

1。2

1・2

十

3・3

1。2

÷・2

2・2

÷・2

十

十

1・2

一42一



褒2翌

調査年月巳

調奮面積　（鵠×矯）

方　　　位

傾　　斜　　（。）

標　　　高　　　1糀）

葦木層の高さ　（㈱）

草本属植被率　襯

出現冷帯

永久方形区（PQ－20）の種総成蓑

HHヤマアゼスゲ　　K

Gスギナ　　　　K

Hツボスミレ　K
翼Hセリ　　　　　K

Gフキ　　　　　K

H鷺サワオグルマ　　K

Thヒメジョオン　　K

Hチダケサシ　　K

H　ミツバツチグリ　K

M厳フジ　　　　　K：

HホソバノヨツバムグラK

HRアブラガヤ　　K

Nイヌコ弓ヤナギ　K

Hアヤメ　　　　K：

Gゴマナ　　　　K

H薮ヒメシロネ　　K

Thッリフネソウ　　　K

Thミゾソバ　　　　K

78　　78　　 79　　79

5／22　10／2　　5／24　10／5

10×210＞f2　10×2　10×2

　L　　L　　L　　L

935　935　　935　935

4　　8　　4　　7

60　　90　　60　　80

18　　38　　　30　　33

．3・2

3・3

2・3

2・3

＋・2

1・2

÷

十

十

十

1・2

十

＋・2

十

十

4・4

！・2

2・3

＋・2

“2

＋・2

十

÷

十

十

2。3

十

一ト・2

十

十

1・2

3・2

3・3

2・3

2・3

＋・2

隻・2

十

十

十

1・2

十

＋・2

十

＋・2

÷

φ4

2・3

　　　馨
2・3

！・2

÷

十

÷

十

十

十

1・2

→一

÷・2

！・1

1・2

＋・2

KハンゴンソウK
冠Rイ　　　　　　K

HHサワヒヨド弓　K

翼ヨモギ　　　　K

T無壽ウゾリナ　　　K

T詮タネツケバナ　K

T慧アキノウナギツカミK

HHチゴザサ

蓬Hアゼスゲ

学長ヤプマメ

雛キンミズヒキ

翌メドハギ

Hヤチアザミ

鷺ヒメシダ

Gイヌゴマ

冠Hドクゼ》

H　ナツ　｝・ウダイ

Hオトコエシ

薮Hコマツカサススキ

ヨノガリヤス

Hオトギリソウ

鷺ヌカボシソウ

Mウリカエデ

Nズミ

Gクモキリソウ

N　ミツバウツギ

Thアシボソ

　9

　十

K・

Kヒ

K卜

Thアメリカセンダングサ藪

K・

至《P

K・

狂・

K・

K÷

K・

K・

K・

K・

K・

K・

K・

K・

K・

K・
長く・
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＋・2

1・1

十

十

2・2

2・3

十

十

｛＋〉

÷

十

十

1・2

十

十

十

＋・2

1・2

十

十

十

1・2

（＋）

十

÷

十

÷

÷・2

2・2

十

÷

！・2

千

十

十

！・2

十

十

÷・2



表％

調査年月B

調査藏讃（矯×鵬）

方　　位

傾　　斜　　（。）

標　　高　　1翻

低木屡の高さ　（翻

低木層植被率　図

録木層の高さ　（爾

葦本層植被率棚
コケ礪の植被率　醐

出現種数

永久方形区（酔Q－2呈）の種翻成蓑

蕪　ヒョウタンボク

製ミヤマイボタ

蟹ズミ

鈍ノイバラ

醤キツネヤナギ

MMフジ

藤メギ

Gゴマナ

Hワレモコウ

薮Hヒメシロネ

Gスギナ

Hツボスミレ

Hヨモギ

Gカラハナソウ

Hヨシ

Hマツバスゲ

Thツリフネソウ

H、チダケサシ

Mアケビ

S

s

s

K
s

s

S

S

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

78　　78　　79　　79

5／22　10／3　5／2410／5

2x婆　2×嘆　2×4　2×4

魏　震　糾　N

3　3　3　3
970　970　970　970

　　　　！。3　1．8

　　　　75　80
◎卑5　　！留8　　0・6　　0璽7

80　　呈◎0　60　　80

33　 尋2　　39　 38

2趨2　　2弓2　　2継2　 2。2

3召3　　3箔3　 2。2　 2¢2

2。2　　2聯2　　2⑦2　　2蝕2

・　・　1・2・

192　　2。3　　1。2　　1。2

÷⇒2　遷一　　＋書2　　÷

＋母2　　壕一。2　　　騒　　＋

・　・　＋　1・2

101　　2。2　　1録2　　圭。1

1響2　　2。2　　1⑪2　　三二2

＋。2　　＋　　　÷。2　　1働2

2。2　　4B4　　2。2　　2⑫2

1翁2　＋膨2　 ＋　　 ＋

192　　玉62　　＋⑦2　＋

＋　　　 1。2　　1。2　＋

1●2　　1。2　　圭。2　　192

1・1　　2●3　　1・1　　1・1

1●2　　292　　1◎2　＋。2

1・2　　2。2　　1。2　÷。2

＋　　　2●3　 ＋。2　　102

＋●2　　102　　＋●2　　＋

Hトボシガラ　　K

Hヒメシダ　　 K

Gツルフジバカマ　K：

Nコマユミ　　　K

賛クロツノ母ラ．　　S

H　ミツバツチグリ　K

Gアオマムシグサ　K

Gヒルガオ　　　K

H翼サワヒヨドリ　駁

層クマヤナギ　　K

夏スイカズラ酢　K

葺タカトウダイ　翼

Hヤマノ3ギlj　K

GコウヤワうどK
廻イヌコ婆やナギs・K

Gサクラソウ　　K

醤ナワシロイチゴK

HHミヤマシラスゲ　K

援ヤマウ灘ギ

Hユウガギク

翼サワギク

Chヘビノネゴザ

類ノブドウ

賢アキカラマツ

Nガマズミ

Hクルマバソウ
丁益ミ、ノ“ソノミ

Hオトギサソウ

Hノハラアザミ

Hコシロネ

Thウナギンカミ

Hナンプアザミ

Hヌカボシソウ

聾オオバノヤエ
　ムグラ

K

K

K

K
S

K

K

K

K

K

K
K

K

K

1・2

1・2

季・2

十

率

1・2

1・1

1・2

十

2・2

率

直

十

＋・2

0

0

0

0

1・2率・2

2・31・2

1・2一ト・2

＋　±

・　　十

豆・2÷・2

0　　　　ヨL

i・2　・

2・2・

！・2蓋・2

1・2呈・2

率　　十

和　　十

1・2蓋・2

㊥　　　∴

・　2・2

十　　・

÷　　・

÷・2・

十

十

亭

十

十

¢

十

〇

〇

o

載

●

十

●

＋・2

十

〇

十

脳2

2・2

1・2

十

十

！暖

／・2

重・2

十

亙・2

十

←2

“2

十

〇

十

一44一



蓑麟　　永久方形区（轡Q一盟）の種縷成嚢

調査年月巳 78　78 79 79

5／221◎／3 5／2410／5

調査薦積 （肌×吼） 2×25　2x2．5　2×25　2×2．5

方　　　位 N　　N N N

傾　　　斜
（。）

4　　4 4 4

標　　　高
（7π1

960　960 960 960

草木層の高さ
（α露）

α35　1．7 0．3 1．0

草木入植被率 幽 70　100 50 100

コケ層の植被率 醐 30　一 一 20

出現階数 29　26 25 39

Gゴマナ K 2・2　3・3 2・2 3・3

HHアブラガヤ K 3・3　繧・4 2・2 2・2

H　タムラソウ K ＋・2　1。2 ＋・2 生・2

Gスギナ K 2・2　＋ 1・2 ÷・2

冠チダケサシ K 1・2　1。2 1・2 1・2

K　ツボスミレ K 1・2　1・2 1・2 1・2

Hマツバスゲ K ＋・2　2・2 1・2 1・2

H　ヒメシダ K 1・2　2・2 1・2 2・2

G　コウヤワラビ K 1・2　1・2 1・2 1・2

N　ノイバラ K 1・2　＋ 1・2 1・2

HHミヤマシラスゲ K 1・2　2・2 ＋・2 2・2

Hゲンノショウコ K 十　　　÷ 十 ÷

Thツリフネソウ K 一ト・2　1・2 ＋・2 ＋・2

C盤ウツボグサ K 1・2　2・2 ＋・2 ＋・2

MMフジ K ＋・2　＋・2 β 十

H　ミツバツチグリ K 1・2　＋ o 一ト

Thミゾソバ K ÷・2　＋・2 ， 十

H　スイバ K 十　　　・ 十 十

琶ヨツバムグラ K 牽　　　十 ● 十

Thタネツケバナ　　K

狂Rヒメシロネ　　K

HHアカバナ　　　K

N　ミヤマイボタ　　K

Gサクラソウ　　K

Hヌカボシソウ　K

HHドクゼリ　　　K

翌トボシガラ　　K：

ThアメリカセンダングサK

Thコブナグサ　　K

Thヤノネグサ　　K

H8シカクイ　　　K

Thアシボソ　　　鼠

猛オトギリソウ　K

Hノチドメ　　　K
H　　ツノレネコノ　メ　　　K：

Thヒメジョオン　　K

冠ヤマハッカ　　K：

NナワシロイチゴK

H　タユギキョゥ　　K

Gエゾシロネ　　K：

Gアカネ　　　　K

Rヌスビトハギ　K

HHサワヒヨドリ　K

Mノブドウ　　　K

Gノダケ　　　 K

Thイネ科の一種　　K

Thミズ　　　　K
1葺難ヒメナミキ　　K

Thヤブマメ　　　K

十

1・1

2・2

十

十

＋・2

幸・2

o

｝2

十

◎

1・2

÷

o

o

÷

1・1

2・2

十

＋・2

十

十

十

十

1・2

÷

十

＋・2

十

十

1・2

十

十

十

¢

0

！・2

十

十

2・2

÷

十
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蓑％　　永久方形区（粋Q－23）の種組成蓑

調査年月臼 78　　　78　　　79　　　79

5／2210／4　5／2410／6

調査薦積　（鵠×彿） 2×2　　2×2　　2×2　　2×2

方　　　位 L　　L　　L　　L

傾　　　斜 （。｝

標　　　高 （鵠） 935　　935　　935　935

草木層の高さ 繰） 0。6　0，8　1．0　1．0

草木層植被率 囲 85　　90　　　100　　100

出現種数 22　　24　　　22　　25

Hクサヨシ K 4・4　　4・4　　5の4　　5・4

Gスギナ K 1・1　　＋。2　　1・1　　＋膨2

Gアカネ K 1。2　　1◎2　　1。2　　1。2

H　ヨモギ　． K 2．2　　2。3　　3・3　　2・2

Hクサフジ K 1・2　＋。2　1・2　1・2

H　ツボスミレ K ÷。2　　＋　　　　＋。2　　一垂一。2

Hキンミズヒキ K ＋　　÷　　＋　　1・1

G　イヌゴマ K ÷　　＋　　＋　　1・1

HHフジ K 2・2　　2。3　　2・2　　2。2

Hチダケサシ K ＋　　　　＋。2　　1・2　　／。2

亘ユウガギク K ＋　　　　2。2　　＋．2　　一←●2

Mノブドウ K ÷り2　　2。2　　＋。2　　畢・2

Mボタンズル K 1・2　＋　　1・2　＋・2

ThアキノウナギツカミK

Hスイカズラ　　K：

Hオオヤマハコベ　K

Nナワシロイチゴ　K

T熱アレチマツヨイ

T難ヒメジョオン

Nクサボタン

Hキツネガや

Thタニシバ

Thツユクサ

Hフタバハギ

N：コボタンズル

Thキツリフネ

Nモミジイチゴ

Thオオアレチノギク

Rタカトウダイ

HHセ弓

Hススキ
Thタチイヌノフグリ

Gアマチャヅル

Hゲンノショウコ

Nヘクソカズラ

Thツリフネソウ

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

1・2

牽・2

1・1

o

十

●

o

o

1・1

十

十

÷

十

十

十

十

十

●

o

o

o

・　1。2

・　＋・2

＋　14
＋・2幸・2

　　（＋）

◎

十

●

0

9

■

●

o

●

1。2

＋・2

＋・2

十

十

十

（＋）

1＋）

o

■

○

◎

0

1・2

十

十

十
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嚢総　　永久露形薩（F》Q－2§）の種継成褻

調奮年月臼 i78　78 79 79

5／2210／嗅 5／2410／3

謁査面積　（飢×7琵） 4×7　4×7 4×7 4×7

方　　　位 乙　　乙 L L

傾　　　斜
（。）

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

騨 ｝

標　　　高 國 913　913 913 913

高木第一麿の高さ（況） 23　23 23 23

高木第一顧植被率囲 70　85 70 70

低木層の高さ
｛脇｝

1．5　L5 1．5 1．5

低木騒植被率 閲 圭0　20 10 ！0

草末騒の高さ 綱 4　　7 農 羅

草木縢植被率 鰯 30　暴5 40 暴0

コケ層の植被率 幽 ・10　一 5

出現種数 40　50 尋5 50

MMコブシ B玉 2・1　3・3 2・1 3・1

Mアプラチャン S 1・2　2・2 1・2 1・2

月目フジ S 畢・2　1・2 ＋・2 i・2

M蟹ウワミズザクラS・K： ±　　：士 土 十

MMミズキ 8 2・1　4・3 套・1 4・1

S 十　　　十 牽 率

K 十　　　十 十 牽

銅　ミヤマウク零スカグラS →一　　十 十 十

Chチヂミザサ K ＋・2　1・2 ＋・2 2・2

Hカノツメソウ K 2・2　2・2 2・2 2・2

Hカキドオシ K 2・2　2・2 2・2 2・2

Gノブキ K 2・2　2。2 2・2 3・3

G　フキ K 十　　　十 十 十

Gスギナ K 1・1　÷ 1・1 ÷

Hオオイトスゲ K 2・2　2・2 2・2 2・2

Kキバナアキギリ K 1・2　2・2 1・2 2・2

Mアケビ K 十　　　十 十 十

Gサラシナショウマ K 1・2　1・2 1・2 1・2

Gツルニンジン K ＋・2　一ト ＋・2 十

Gマムシグサ K 1・1　＋ 1・1 ÷

Kヤマホトトギス K 1・1　1・1 1・1 十

一47一

Nモミジイチゴ　K

GフシグロセンノウK

Gアケボノスミレ　K

難ムカゴイラクサ　K

薮オオバノヤエムグラK

Nヤマブキ　　　K：

登　　ダイ　コンソウ　　K

Gチゴユリ　　　K

Hナライシダ　　K

Chオシダ　　　　K

残ツリバナ

薮　ホソバシケシダ　　冠

Hミズヒキ　　　K

Hキツネノボタン　K

煎ミツノぐウツギ’S

Gイヌワうど　　K

錘ミツバアケビ　K

Chバクモウイノデ　　K

HHコバギボウシ　K

HシラネセンキュウK

薮フクオウソウ

Hヒナスミレ

Hシハイスミレ

Gワニグチソウ

Gシオデ

Nコマユミ

餌ミヤマイボタ

（3タチドコロ

Nミヤコザサ

Hヌスビトハギ

Thハナタデ

Chヘビノネゴザ

ヨアキノタムラソウ

Gウバユリ

十

÷

1・1

十

十

＋・2

十

菱く1÷

　｛

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

H　ヒナタイノコヅチ　K：

H・ヒカゲミッバ　K：

÷

十

＋・2

十

十

十

④

1・1

●

÷

●

o

o

o

o

o

●

o

●

幸

攣

十

1・1

十

十

÷

＋・2

÷

→一

十

十

十

÷

÷

十

十

十

十

〇

十

十

十

●

o

十

十

十

十

玉・エ

十

十

＋・2

＋・2

＋・2

十

十

÷

÷

十

十

隻4

1・2

十

÷

十

÷

o

o

十

9

十

十

〇

3・3

十

÷

1・2

＋・2

十

十

率

＋・2

十

十

十

十

十

十

唾一

幸

十

十

÷

十

十

÷

十

●

o



瓢Mコナラki　　裟

MダンコウバイkiK

Mオトコヨウソ“メ　K 亀

o

o

・　2・2

・　　　十

・　　十

一一 S8一



褒貿　　永久方形区（PQ一慧6）の種緩成町

調奮年月日 78　78 79 79

5／22 5／2010／3

調査面積
（7π×7π）

7×4 7x4 7×4

方　　　位 SE SE SE

傾　　　斜
（。） 5 5 5

標　　　高 ．回 925 925 925

低木層の高さ
（π）
5 2．45　2．45

低木層植被率 飼 70 80 80

草木層の高さ 鯨） 2 8 4

草木層植被率 囲 40 40 40

コケ層の植被率 醐 40 婆0 40

出現種数 42 喚2 57

MMカラマツ S 3・3 娃・3 4・3

MMスギ S 1．2 1・2 1．2

N　ミヤマイボタ S 2・2 1・2 1・2

K ● 1・2 1・2

Nコクサギ S 十 ÷ 十

K ＋・2 ＋・2 ＋・2

Nクマヤナギ S 1・2 1・2 1・2

MMフジ S 2・2 3・3 3・3

Nヤマブキ S 牽 十 十

Nガマズミ

Nレ’ンゲツツジ

Nヤマウコギ

Nスイカズラ

Hチダケサシ

Gコウヤワラビ

Gゴマナ

Thッリフネソウ

Hヨモギ

Thミゾソバ

Hタムラソウ

Gノダケ

K2。2

S＋

S率

S÷
S＋・2

K1・2

K1・2

K1・2

K2・2

K1・2

K＋・2

K：1・2

K＋

K1・2

2・22・2

十　　十

率　　十

十　　十

一ト21・2

1・2÷・2

1・2　1・2

2・2＋

重・2畢

1。2　1・2

十　　十

1・22・2

十　　十

＋　1・1

　　蕪ツボスミレ　　K

　　Hヒメシダ　　 K

　　Gスギナ　　　K：

　　Hタカトウダイ　K

　　HHコバギボウシ　　K

　　蕪ウマノアシガタK：

　　Nコマユミ　　K：

　　Hクサコアカソ　K

　　Mアプラチャン　K

　　Hアキカラマツ　K

　　Hススキ　　　K：

　　Nズミ　　　　K
　　Hゲンノショウコ　K

　　Hトボシガラ　　K

　　Nサルマメ　　　K

　　Hワレモコウ　　K

　　GヒメザゼンソウK
　　R　オオバタネツケバナK

　　Hキンミズヒキ　K

　　Hマツバスゲ　　K

　　Hヤマカモジグサ　K：

　　HHヒメシロネK
　　Thアケボノソウ　K

　　G影回ショウK

　　Nクロモジ　　
K：

　　Chヘビノネゴザ　K

　　Hシロヨメナ　　K

　　Hオオヤマフスマ　K

　　㌶ミズ　　　　K
　　Hノガリヤス　　K：

　　MMコナラ　　　K

　　Gシオデ　　　K：
　　H　ミツバツチグリ　K

　　登アキノキリンソウK

　　NナワシロイチゴK

　　H’シラネセンキュウK
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1・2

1・2

1。2

十

1・2

1・2　1

1・2

争・2

十

＋・2

十

十

1・2

÷

÷

1・2

十

1・2

十

＋・2

十

十

〇

嘩

圭・2　1。2

＋・2　1・2

＋・2＋・2

十　　十

夢2馳2
1・2＋・2

1。2　＋

＋　1・2

十　　牽

十　　十

÷・2＋・2

十　　÷

1・21・2

圭・2　1・2

十　　一←

十　　十

1。2　・

十　　・

・　1・2

・　　十

・　＋・2

・　　十

十　　。

十　　・

　　唖

　　＋・2

　　＋・2

　　十

　　十

　1・2

　十

　十



NミツバウツギK

Mアケビ　　　　K

Hナンテンハギ　K

Gトコ白　　　K
ThアキノウナギツカミK

　ノイバラ　　　K

　　ノコンギク　　K

　サワギキョウ　K

　ヘクソカズラ　K

　　アマチャヅル　K

●

●

¢

o

●

●

●

9

●

●

o

o

■

●

●

十

＋・2

十

÷

＋・2

十

十

十

一50一



褻鶉　永久方形区（緯Q一窪7）の種闘成蓑

調盃年月扇 ．78　78 79 79

5／21 5／25 10／4

調査面積　（篇×矯） 25×4 2．5＞425＞確

方　　　位 S S S

傾　　　斜
（。） 10 10 10

標　　　高
（7π） 955 955 955

’低木層の高さ
（7π｝，

倒
0．6 0．6

低木層植被率 醐 ㎜ 20 20

草木層の高さ 伽） 50 50 50

草木層植被率 嗣 70 80 80

出現回数 20 21 22

HHヤチカワズスゲ K 4・4 娃・4 3・3

NテリハノイバラK 2・2 2・2 2・2

Hチダケサシ K 3・3 3・3 2・2

Hススキ K 1・2 十 1・1

HHアゼスゲ K 2・3 3・3 2・3

Hアヤメ三州種 K 2・2 圭・2 1・2

HHヒメシロネ K 1・2 1・2 1・2

HHチゴザサ K 2・2 1・2 2・2

H　リンドウ K 十 十 十

MMフジ S o 2・2 2・2

K 2・2 1・2 十

Gスギナ K 1・2 1．2 十

Hミツバツチグリ K 十 1．2 1・2

H　トダシバ K 十 1・2 2・2

騒Hヤチアザミ K 十 ＋。2 2・2

葺　ウメバチソウ K 十 十 十

HRサワオグルマ K 1・1 1・1
②

HHサワヒヨドリ K 1・2 十 ，

R　ヒメシダ K 十 ， 1・2

Nレンゲツツジ　K

T熱アケボノソウ　K

Hヤマノコギリ　K

HHサワギキョウ　K

Hニガナ　　　　K

ThアキノウナギツカミK

GヤマラッキョウK

HHイ　　　　　　K

●

2・2

十

〇

〇
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十

●

＋・2

十

÷

十

＋・2

十

十



褻器　永久方形匿（酔Q－28）の種観成表

調査年月臼 78　78　79 79

5／21　10／4　5／24　10／4

調査薦積　（肌×πL）

2．5　2β　2。5X　　　　×　　　　X

P：5　1．5　L5

灸5

P．5

方　　　位 £　　£　　£ E

傾　　　斜
（。） 2　　2　　2 2

標　　　高 ㈲ 915915915 915

草木層の高さ
（㈱） 4　　7　　4 4

草木層植被率 幽 80　10080 80

コケ層の植被率 幽 50　70　40 40

出現種数 19　22　19 16

HHヤチアザミ K 3・4　3・3　3・4 3・4

Hチダケサシ K 1・2　・1・2　2。2 1・2

Thミゾソバ K 3・3　4・4　2・2 1・2

賢Hヒメシロネ K 2・3　2・2　2・2 2・2

N　ノイバラ K 1・1　1・1　＋ 1・1

Hツボスミレ K 2・2　2・2　2・2 2・2

Gスギナ K 1・2　＋・2　1・2 ＋・2

丁難ツ婆フネソウ K 1・2　2・2　1・2 2・2

Nクマヤナギ K 1・2　1・2　1・2 ÷・2

琶　トボシガラ K 1・2　÷・2　1・2 ＋・2

H　ヒメシダ K 融2　＋・2　＋・2 2．2

N　スイカズラ K 1・2　1・2　1・2 o

Nナワシロイチゴ K ＋・2　＋　　＋・2 o

ThアキノウナギツカミK ・　　2。2　＋ ＋・2

Hノガリヤス K 。　　　十　　　十 一ト

Gヤマラッキョウ K （＋）　・　＋ ●

難　ミツバツチグリ K ＋・2　＋　　・ ●

HHサワギキョウ K 1・1　・　＋・2 ●

Hタカトウダイ

Kマツバスゲ

Nヘクソカズラ

Thアケボノソウ

Hニガナ

Hタイアザミ

Thアシボソ

Mボタンヅル

HHチゴザサ
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K

K

K

K

K

K

K

K

K

十

（＋）

9

●

』十

〇

〇

十　　。

1・2　・

＋・2　・

十　　十

・　　十

〇　　　　　　　〇

1・2　・

＋・2　・

●　　　　　　　o

●

o　o

＋・2

0

十

〇

◎

0

1・2



蓑30　永久方形区（PQ－29）の種組成義

調査年月日 78 78 79 79

5／21 10／3 5／2510／4

謁査面積　（肌×ηL） 2＞＜2．5　2×2，5　2≧＜2．5　3＞〈≧．5

方　　　位 L L L L

傾　　　斜 （。）

標　　　高 回 10251025　1025　1025

草本層の高さ
｛㎝） 3 6 3 5

草木層植被率 囲 70 85 75 85

コケ層の植被率 醐 5 5 5 5

出現種数 12 13 11 8

薮HミヤマシラスゲK 5・4 5・4 4・4 5・4

Hネコノメソウ K 2・3 2・2 2・3 2・2

Thツリフネソウ K 1・2 2・2 1・2 1・2

Hサワギク K 十 十 十 ÷

H；オオイトソスゲspK ＋・2 1・2 ＋・2 十

Thノミノフスマ K 2・2 ＋・2 1・2 ●

HHイ K 重・2 1・2 ＋・2 ．

Hマツバスゲ K 1・2 1・2 ÷。2 ■

T蓋タネツケバナ K 圭・2 十 1．2 o

Hツボスミレ K ● 十 十 十

Hヒメシダ K ＋・2 十 ● ，

HHアイバソウ K 1・2 十 1・2 ●

Hヌカボシソウ K 十 9 o ●

H　ミヤコアザミ K ・ 十 肇 ●

Thミゾソバ K ◎ 麟 ¢
’十

Hチダケサシ K ● o ● 十

一53一



蓑斜　　永久方形薩（PQ－30）の種組成衷

調査年月ヨ
9

78 78 79 79

5／2 10／ 5／2 10／3

謁査颪積 （皿×7粘） 10×10ユ0×1010x1010×10

方　　　位 8 8 £ ε

傾　　　斜 （。） 20 20 20 20

標　　　高 （瑚 1075　1075　10751075

高木第一鷹の高さ（犠） 10 10 10 10

高木第～層植被率醐 80 80 80 80

低木層の高さ
｛矯｝ 1．8 1．8 1．8 1B

低木層植被率 囲 70 60 70 70

草木層の高さ 娩） 0．6 0．6 0．6 0β

草木鷹植被率 醐 40 30 40 40

出現種数 31 46 42 52

M瓢アカマツ 81 5．5 5・3 5．3 5・3

MMカラマツ B 1・1 1・1 1．1 1・1

N　ヤマツツジ S 4・4 4・壌 4．4 4・4

K ● 2・2 ． ■

MMクリ S 1．2 1・2 1．2 1・2

N　レンゲツツジ S 幸。2 1．2 1・2 1・2

K 1・2 1・2 ＋・2 ＋。2

Nサワフタギ S 1・2 1・2 1・2 1・2

Nノリウツギ S・K： 季 十 士 十

一

MMミズキ S 率 率 十 ÷

K ● 牽 ＋・2 ＋・2

N　シナノザサ S 十 1・2 1．1 2・2

MMコナラ
s・K：

十 士 ● 士

一
Mコミネ弱齢デS・K 十 十 土 ±

一
N　ミヤマイボタ S 十 十 十 十

Nイヌザンショウ S・K 十 士 十 士

一
Nニガイチゴ S ＋・2 ＋。2 ・ ＋・2

K 1・2 1・2 十 1．1

N　コマユミ S ＋・2 十 ＋・2 ＋・2

K 2・2 1・2 1・2 ・2

Hタガネソウ K 2・2 2．2 2．2 2・2

Hヒメノガリヤス K 2・2 2・2 1・2 1・2
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H　ミツバツチグリ　K

Gワラビ　　　　K

Gアケボノスミレ　K

Hイチヤクソウ　K：

Chヘビノネゴザ　K

Nサルマメ　　　K：

Hススキ　　　　K

Mヤマウルシ　　S

　　　　　　　　　K

Nズミ　　　　　K：

Gチゴユリ　　　K

Mツルウメモドキ　　K

Hノハラアザミ　K

Nニシキギ　　　S

G　ミヤマナルコユリ　K：

簸ナライシダ　　K

王｛　ホソバヒカノデスゲ　K

Gタチドコロ　　K

Gオオバギボウシ　K

薮ニガナ　　　　K

Gアマドコロ　　K

Mアケど　　　　K：

HタカトウダイK
Hオケラ　　　　K：

HオオアブラススキK

Gタチシオデ“　　K

Mノブドウ　　　K

Chケチヂミザサ　K

選タチツボスミレK

NコバノガマズミK

HアキノキリンソウK

M　ミツバアケビ　　K

Hワレモコウ　　K：

N　ミヤコザサ　　K

HオカトラノオK

Hアヤメ　　　　K

1・2

十

1・2

十

1・1

1・2

÷

の

十

エ・2

÷

÷

十

¢

o

●

o

■

o

●

o

o

十

〇

●

o

ゆ

●

o

o

◎

十

〇

●

■

1・2

＋・2

1・2

十

1・i

1・2

攣・2

1・宝

十

1・2

十

＋。2

●

÷

1・2

十

十

十

十

十

十

÷

o

，

■

o

十

十

十

1・2　一←

＋　　1。2

1・2　1。2

十　　 十

1・1　1・1

2・2　2。2

÷　　牽

●　　　　　　　　　o

＋・2　＋・2

1・2　1。2

十　　牽

十　　十

十　　十

＋　　1・2

十　　十

十　　十

＋・2　＋・2

十　　十

十　　十

十　　÷

十　　 十

十　　十

〇　　　　　　　　　〇

畢　　。

・　＋・2

。　　牽

。　　十

。　　十

十　　一←

十　　十

十　　÷

十　　十

●　　　　　　　　・

o　　　　　　　　　o

■　　　　　　　　　o

●　　　　　　　　●



T｝1ハナタデ“

MMカスミザクラ

Nアオツヅラフジ

Nヘクソカズラ

Nノイバラ

MMニガキ

K

K

K

K

K

K

9

0

■

●

●

■

●

o

o

●

9

●

o

，

o

』十

十

十

士

十

十
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蓑32　永久方形医（PQ一3捻）の種組成褒

調査年月日　　　　　　圃 78 78 79　79

8／8 10／35／2610／5

調査面積　（ηXηZ） 20×2020×2020メ202〔》く2

方　　　位 L L L　　L

傾　　　斜　　（。）

標　　　高　　（η） 833 833 833833

高木第一層の高さ（π｝ 26 26 34　34

高木第一層植被率醐 80 80 80　80

高木第二層の高さ（切 9．0 9．0 90　9．0

高木第二一三被率1％｝ 蓬0 10 20　20

低木層の高さ　（吻 5．0 5．0 3．0　3．0

低木層植被率（蜴 80 80 70　75

草木層の高さ　繊） 玉．2 1．2 1．2　1．2

草木層植被率（瑚 60 60 70　70

出現種数 窪3 38 43　50

M畷サワラ　　　　B1 4・3 4・3 4。3　4・3

MMヒノキ　　　　　B　1 2．2 2・2 2・2　2・1

B2 1・1 1・1 1。1　1・1

MMケヤキ　　　　B1 3・2 3・3 3・2　3・2

K ◎ ● 2・2　2・2

MMカスミザクラ　B　1 ÷ 率 1。1　1・1

B2 1・2 1．2 2・2　2・2

S・K　一 率 ・　　士

MMスギ　　　　　B2 十 十　　　十

Mアプラチャン　S 5・4 4．3 4・4　4・4

K 十 十 1。2　1・2

Nウリノキ　　　K 十 十 ±　　＋

Mミツデカエデ　S 1・1 1・1 2・1　2・1

M　ミヤマハハソ　　S 十 十 ＋　　＋・1

K 十 十 十　　　十

Nスズタケ　　　　K 3・4 3．3 3・4　4・4

H　ミヤマイラクサK 1．2 1・2 1。2　1・2

H　フタバアオイ　　K ＋・2 1・2 ＋・2　＋・2

Hナライシダ　　　K ＋・2 十 ＋・2　＋・2

H　ムカゴイラクサK： 2・2 1・2 2・2　2・2

Gイヌワラビ

Gホウチャクソウ

MMヤマモミジ

Mツルマサキ

Hヒカゲスミレ

MMオニイタや

Nヤマブキ

Gユキザサ

｝｛ヌスビトハギ

MMエゾエノキ

Hヘビイチゴ

Hヤマハッカ

Gアマチャヅル

　　属の一種

Chケチヂミザサ

K

K

K

K

K

K

K

K
S

K

K

K
Gテンナンショウ　K：

GルイヨウボタンK

　　　　　　　　K

Hオオイトスゲ？K

HハエドクソウK

RウワバミソウK

MMカキ　　　　K
Nヤマウク院スカグラK

Hトボシガラ　　K：

HホソバシケシダK

Gチゴユリ　　　K

Chヘビノネゴザ　K：

Nサンショウ　　K

HヒカゲイノコヅチK

　　　Mミツバアケビ

　　　Gツルニンジン

　　　Mアケビ

　　　Gエンレイソウ

　　　Hセントウソウ

　　　Hミツバ

　　Thヒメジョオン

　　　Mサンカクヅル

　　　Nミヤマイボタ
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K

K

K

K

K

K

K

K

1・2　　1。2　　＋。2

1・1＋　1。1

率　　÷　　や

1・2　　千・2　　1．2

1。1　1・1　1。1

＋　＋　1。1

十　　十　　牽

十　　幸　　十

十　　十　　十

十　　十　　・

＋・2　幸　・

1・1　＋　・

＋。2＋・2・

十　　・　　十

・　＋・2＋・2

十　　十　　・

十　　略一　　・

・　1。2　1。2

●

＋・2

十

十

十

十

十

÷

十

●

●

奪

●

o

●

十

十

K÷

●

十

●

O

o

o

9

十

〇

摩

。

●

●

o

o

●

o

o

●

●

o

o

÷・2

十

十

十

＋・2

1・1

1・2

1・1

ユ・1

十

十

十

十

十

十

＋・2

十

＋・2

十

十

＋。2

十

＋・2

十

十

十

÷

÷

十

十

十

十

十

十

●

●



Mクサギki　　K

MMキハダ　　　　K

MムラサキシキブkiK

Hタニギキョウ　K

N　イヌザンショゥK

Nアオキkl　　K：

Gレンプクソウ　K：

ChミヤマシケシダK

Gニリンソウ　　K

Hミヤマハコベ　K

ChヤマイヌワラビK

Gシオデ　　　K

Hミズヒキ　　　K

GヤブニンジンK
GフユノハナワラビK：

十

十

十

十

十

の

の

1・2

十

1・2

十

十

●

0

1・2

十

十
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菱33

調査年月B

永久方形匿（酔Q－3偽）の種紹成表

調査面積　＠x舵）

方　　位
傾　　斜　　（。）

標　　高　　＠）

高木第一層の高さ（禰

高木第一層植被率鰯

抵本層の高さ伽｝

低木層植被率面
諭木層の高さ　娩）

草木屡急症率幽

出現種数

MMモミ

MMスギ
釣獄厘オニイタヤ

　　　ぐM瓢コブシ

錘アプラチャン

Nヤマブキ

MMカヤ

Mヤマグワ

MMマメガキ

M　ミヤマ一一ソ

MMミズキ

N　ミツバウツギ

Hホソバシケシダ

Hヒカゲミツバ

Hヒカゲスミレ

Gアマチャヅル

Hムカゴイラクサ

Mツルマサキ

Chオシダ

Bl

Bl

B三

S

B王

S

S

S

S

s

S

S

K
S

S

K

K

K

K

K

K
K

78　　78　　79　　79

8／8　　10／3　5／2610／5

10x510×510x510x5

L　L　L　L

832　832　832　832

18　　　18　18　　18

85　　　＄5　　8δ　　85

3　　3　3　3
85　　　85　　85　　85

0博3　　0◎3　　0・3　　0・3

40　　　40　　40　　　30

29　　40　　45　　48

1・エ

4・4

2・1

1・1

1・2

3・3

4・4

1・1

十

十

1・1

十

＋。2

2。2

1・2

＋・2

2．・2

＋・2

十

1・1　1・1

4・4　4・4

2・1　3・1

十　　牽

1・1　2・1

エ・2　1・2

3・3　3・3

十　　十

4・4　4・4

1。1　1。1

÷　　十

十　　÷

12　畢

十。　÷

エ1　1・1

十　　十

＋・2ナ・2

1。2　2・2

÷。2　1・2

＋・2＋

2・2　圭・2

1・21・2

幸　　十

1・1

4・4

3・1

÷

2・1

1・2

3・3

十

4・4

1・！

÷

1・1

十

1・1

十

＋・2

2・2

1・2

1・2

1・2

十

Gイヌワラビ　　K：

N　ミヤコザサ　　K：

Gヤマガシュウ　K

HヤマカモジグサK：

篤ウリノキ　　　K：

籔ヤブカンソ“ウ　K

ヨヌスビトハギ　K：

銭シラヤマギク　K

鄭蟹クリ　　　　K：

NマルバサンキライK

HカノツメソウK：

Gノブキ　　　　K：

Gウバユリ　　　K

Chヤマイヌワラビ　K：

MMウワミズザクラK

Hハエドクソウ　K

Gアケボノスミレ　K

H　ラショウモンカズラK

MMケヤキ　　　　K：

CわミヤマシケシダK

MMコナラ　　　　K

難ヒカゲスゲ　　K：

GフユノハナワラビK

Gヤブニンジン　K：

輩ヒナスミレ　　K

｝｛オオイトスゲ　K

亘　トウヒレン属の一K

酬璽ガキ　　K

Hミヤマイラクサ　K

Hミヤマハコベ

Gニリンソウ

薮イブキヌカボ

Gレンプクソウ

Hトボシガラ

Nモミジイチゴ

N沸ウグイス

K

K

K

K
K

K
S

1・2

1・2

＋・2

十

十

十

●

ゆ

o

o

o

o

曾

●

o

●

◎

o

十

●

，

o

●

◎

唇

十

十

十

＋・2

十

十

吟

●

●

●

◎

o

o

◎

●

1・2　1。2　1・2

2・2　　2。2　　2軌2

十　　十　　÷

＋・2　・　畢・2

・　　十　　十

十　　十　　　・

＋吟2　　・　　　ρ一←。2

。　　÷　　十

÷　　・　　十

牽　1・1　1・1

1・2　1・2　1・2

十　　十　　十

十　　十　　十

＋・2幸　　＋

　　　　．十

　　　　十

　　　　　1畦

　　　　＋・2

　　　　十

　　　　十

　　　　十

　　　　十

　　　　　1・1

　　　　÷・2

　　　　十

十

十

1・1

■

o

隻・2

1・1

＋・2

＋・2

→一

〇

＋・2

2・2

圭・2

＋・2

0

十

◎

●

■

●

●

●

÷

十

一58一



褒鍵．　永久方形区（鈴Q－32）の種組成表

調査年月日 78 78 79 79

5／21 10／35／2610／5
40 《0 40 40

調査面積 （隅X7π） 益。 、o 巻。 旨。

方、　　位 L L L L

傾　　　斜 ｛。）

標　　　高 （飢｝ 330 330 330 330

高木第一顧の高さ（勧 26 26 30 30

高木第哨層植被率膨｝ 70 70 70 70

高木第二層の高さ（煽 10 13 15 15

高木第二層植被率醐 30 40 40 40

低木層の高さ
．（鵠｝ 1．8 18 1．8 1．8

低木層植被率 醐 80 80 80 80

草木層の高さ 傾｝ 0ク α7 α4 0．4

草木層植被率 幽 60 20 60 40

出現回数 45 51 62 53

MMモミ B1 2・2 2・2 2．2 2・2

MMケヤキ B1 3・圭 3・1 3・1 3・1

S ● o ・ 十

MMヒノキ B1 3・3 3・3 3．3 3・3

B2 2・3 2・3 3・3 3・3

MMオオモミジ 81 1・1 1・1 1・1 1・1

MMコブシ B三 1・1 1．1 1・1 1・1

B2 1・1 1・1 1・1 1・1

Mミツデカエデ B2 1・1 1・1 1・1 1・1

S 南。2 ÷・2 ＋・2 ＋・2

Mアプラチャン S 4・基 4・4 4・4 4．4

N　ミツバウツギ S 1・2 1・2 1・2 ＋・2

MMウワミズザクラ S 十 十 畢 十

Nヤマブキ S 2・2 2．3 2・2 2・2

Nハンショウヅル S ＋・2 十 ＋・2 ＋・2

M　ミヤマホウソS・K： ＋・2 ＋・2 1・1 1・1

MMオニイタヤ S 十 十 十 十

Mムラサキシキブ S ＋・2 ＋・2 幸・2 ＋・2

MMナラガシワ S 十 十 十 十

Mヤマグワ S 十 十 十 十
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HミヤマイラクサK

Gホウチャクソウ　K

Hヒカゲスミレ　K

HムカゴイラクサK

MMカヤ　　　　　K

Mツルマサキ　　K

魏［　ヒカゲミツバ　 K

Gウチワドコロ　K

Gノブキ　　　　K

Chヘビノネゴザ　K

Hホソバシケシダ　K

Gイヌワうど　　K

HアオイスミレK
Mアケビ　　　　K：

Chチヂミザサ　　K

Hイブキヌカボ　K

Gヤブニンジン　K

Gワニグチソウ　K

Hミズヒキ　　　K：

Nヤマウコギ　　K

Gユキザサ　　　K：

G　フユノハナワラビ　K

Hヤマカモジ　　K：

MMエゾエノキ　S・K

Nクサイチゴ　　K

MMヤマモミジ　　K

Gヤマガシュウ　K

蕪カノツメソウK

Gアマチャヅル　K

Rアカネスミレ　K

MMマメガキ　　　　S

N　ウリノキ（ビ臣ド）　S

Hカキドウシ　　K：

蕪ハエドクソウ　K

Nイヌザンショウ　S

N・ミヤマガマズミ　S

十

率・2

圭・2

÷

十

十

2・2

十

十

＋・2

十

十

十

十

1・2

2・2

1・2

十

十

÷

o

十

〇

●

，

o

■

●

十

十

十

率・2

＋・2

＋・2

十

1・2

十

十

十

十

十

十

十

十

1・2

0

0

十

十

1・2

吟

士

十

1・2

＋・2

1・1

十

÷

＋・2

●

1・1

1・2

1・2

1・2

十

1・2

2・2

十

÷

＋・2

十

十

＋・2

十

÷

1・2

2・2

1・2

十

十

1・2

十

÷

十

1・2

十

＋・2

1・1

十

十

＋・2

十

十

1。1

1・2

÷・2

＋・2

十

圭・2

1・2

十

＋・2

十

十

＋・2

十

十

＋・2

十

÷

十

十

＋・2

士

十

十

1・2

＋・2

1・1

十

十

＋・2

，



Gレンプクソウ　K：

Gニリンソウ．K

Gヒメニラ　　K
Gルイヨウボタン　K：

MMミズナラ　　　S

Hイノコヅチ　　K

N　タンナサワフタギ　S

Hヌスビトハギ　K

Nイボタノキ　　S

Hウマノミツバ　K

Hオオイトスゲ　K

Thムラサキケマン　K

MMクリ　　　　S

MMキハダ　　　　K

3・3

1・2

1・2

十

●

十

■

÷

＋2

÷

十

十

十

3・3　・

1・2　・

i・2　・

率　　・

÷　　・

・　÷・2

十　　十

十　　・

十　　・

牽・2＋

亭・2＋・2

十　　・

●　　　　　　　・

●　　　　　　　●

蓑35こ　永久方形区（PQ－33）の種組成表

調査年月艮 78　78 79　79

5／2110／2 5／2210／4

調査面積　（π×7ル） 3×3　3×3 3×3　3×3

方　　　位 L　　L L　　L

傾　　　斜
（。｝

標　　　高
｛飢｝

935　935 935　935

草木層の高さ 鰍｝ 4　　8 3　　3

草木層植被率 醐 98　98 95　95

出現種数 4　　5 4　　5

H　シバ K 4・4　5・4 5・5　4・4

Thスズメノカタビラ K 2・2　2・3 4・4　4・4

Hナガバグサ K 3・3　3・3 2・3　3・3

Hシロツメクサ K 2・2　・ o　　　　　　　　　●

Thアキメヒシバ K ・　　十 ●　　　　　　　　　●

Thイヌビエ K 。　　十 ■　　　　　　　　　　　●

H　・セイヨウタンポポK o　　　　　　　　　● 十　　　・

Hオオバコ K ■　　　　　　　　　● 。　　　十

Hハイコヌカグサ K ●　　　　　　　　　　　● ・　　＋・2
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褻3＄

調査年月銭

調査面積　（πる×矯）

方　　位

傾　　斜　　1。）

標　　高　　｛淘

低木層の高さ　（？π1

塗木層植被三七〉

藁：木層の高さ　（㎝）

草木属植被率　協｝

出現種数

永久方形薩（鈴Q－3紛の種親成表

Nミヤマイボタ　S

Nノイバラ　　S

Nズミ　　　　S

MMフジ　　　 K

Hマツバスゲ　　 K

Hヒメシダ　　K：

Hツボスミレ　　K：

Hミツバツチグリ　K

Nクマヤナギ　S・K

Thツリフネソウ　K

Th　ミゾソバ　　　　K

Hヨモギ　　　K：

Gゴマナ　　　K
Gコウヤワラビ　K

ThアキノウナギツカミK

Nクロツノぐう　　K：

Hオかツヤエムグラ　K

E｛チダケサシ　　K

Thアケボノソウ　K

Gサクラソウ　 K

Hトボシガラ　　K

Hタカトウダイ　K：

Gスギ’ナ　　　K

H　タニギキョウ　　K

78　　78　　79　　79

5／22　！0／3　5／2

13×2　13×2．1．3×2

L　乙　L

987　987　987

　　2　1．6

　　2060
　　L20．3

　　986G

24　22　25
2e2　　1・2　　2G2

2。2　　2。2　　3◎3

102　　1。2　　2瞭2’

1。2　　1・2　　1・2

2・2　　2●2　　2⑦2

1・22。21・2

2．3　幸・2　　1・2

2。2＋　＋・2

1・21。2±

＋。2　　1。2　　÷魯2

＋・23・3＋

1・1＋　＋

1。2　　1の2　　1。2

1・2　1。21。2

2。2　　3・4　＋92

1・2＋　＋・2

÷・2＋　＋・2

1・2　　1・2　　1。2

÷・22・2＋

3・3・　3・3
÷・2　　・　　’1●2

十　　・　　十

1・2・　＋

＋　。　1・2

Hヨシ　　　 K

壬｛Hヒメナミキ　　 K

HH雰ジジヨウK

Nニガイチゴ
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・　　÷　　・
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表3了　永久方形区（PQ－35）の種継成表

調査年月日 78　78 79 79

5／22 5／2310／5

調査面積 （隅×ηL） 20x20 20×2020x20

方　　　位 L L L

傾　　　斜
（。）

標　　　高 （飢1 905 905 905

高木第一層の高さ（鶏）｝ 20 20 20

高木第一層植被率協・ 80 80 80

高木第二層の高さ（πる）・ 6 6 6

高木第二層植被率醐 30 30 30

低木層の高さ ｛窺1 2．5 2．5 2．5

低木昏乱被率 幽 70 70 70

薫木層の高さ
（（流｝ 6 3 6

草木層三江率 圃 30 30 40

出現嘱望 50 46 71

MMカラマツ B1 4・4 4・4 4・4

MMアカマツ B1 1．1 1・1 1・1

MMカスミザクラ B2 2．2 2・2 2．2

MMイヌザクラ B2 2・2 2・2 2・2

MMミズキ B2 1・1 1・1 1・1

M　ミヤマザクラ 82 1・1 1・1 1・1

S 2・2 2・2 ■

Nサワフタギ S 2・3 2・3 2・3

Mマルバアオダモ S ÷ 十 十

N　ズミ S 1・2 1．2 1・1

K o 1。i ●

MMクリ B2 ● o 1・！

S 1・2 1・2 2・2

Mヤマウルシ S 2・2 2・2 2・2

K ● 十 ●

MMフジ S 1・2 1・2 1・2

N　レンゲツツジ S 十 十 十

K 1・2 1・1 1・2

MMコナラ S 1・2 1・2 1・2

Nコバノガマズミ S 1・2 1．2 1．2
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NノリウツギS
Nヤマウコギ　　S

　　　　　　　　K

Nツノハシバミ　S

Nミヤマガマズミ　S

MMウワミズザクラ　S

HホソバヒカゲスゲK

Hシシガシラ　　K

Nサルマメ　　　K

HHコバギボウシ　K

Mミツバアケビ　K

Gチゴユリ　　　K

HタカトウダイK

Nソヨゴ　　　　K

Mウリハダカエデ　K：

Gタチドコロ

Chヘビノネゴザ

Nコマユミ

Mアケビ

Hオケラ

H　ヒヨドリバナ

Mウリカエデ

Hニガナ

蕪ヤマツツジ

Gタチシオデ

Nシナノザサ

N　ノイノマラ　　　S。正く：

Hタチツボスミレ

Hヒメノガリヤス

Hアヤメ

Chウツボグサ

Hイチヤクソウ

K

K

K
S

K

K

K
S

K

K

S

K

K

K

K

K

K

K
N　ミヤマウク院スカグラS

HツルリンドウK

十

1。2

＋。2

1・2

÷・2

十

2・3

＋・2

1・2

2・2

1・2

＋・2

十

＋。2

＋・2

1・2

＋・2

1・2

＋・2

十

十

十

十

1・2

十

2・2

十

十

十

十

牽・2

＋・2

率　　十

1・2　1・2

率・2　＋・2

圭・2　2・2

＋・2　＋・2

十　　十

＋・2　2・3

＋・2　＋

＋・2　1。2

1・2　1・2

1・2　÷・2

1・2　1・2

十　　十

＋。2　＋。2

＋．2　＋

幸・2　1。2

＋。2　幸・2

1・2　1・2

・　　十

牽　＋・2

十　　十

十　　率

十　　・

・　　十

・　1・2

・　　十

・　＋・2

・　＋・2

・　　士

」　　十

十　　・

十　　。

＋・2　・

・　＋・2

1・2　1・2

十　　十



Cぬオシダ　　　　K

Hコメガヤ　　　K

鷺ノアザミ　　　K：

鷺ワレモコウ　　K：

MMホウノキ　　　K

Nクサボケ　　　K

MMエノキ　　　　K

Nクマヤナギ　　S

Nスイカズラ　　K：

Gトコロ　　　　S

N　アオツヅラフジ　S

Hノガリヤス　　K

Nヘクソカズラ　K

MMコシアブラ　　K：

Gシオデ　　　　S

Nモミジイチゴ　K

RヤブハギK
Mツルウメモドキ　K

H　ミツバツチグリ　K

Mノブドウ　　　K

Gギンラン　　　K

Nナワシロイチゴ　K

へ艦厘エゾエノキ　　K

HアキノキリンソウK

Nイヌザンショウ　Bl

　　　　　　　　　S

Nミヤマイボタ　S

　　　　　　　　　K

G　ミヤマナルコユリ　K

MMニガキ　　　　K

Nメギ　　　　　K：

Hアプラススキ　K

Nオトコヨウゾメ　S

G勧蒙ヨウK
Rヒメシダ　　　K

NツリバナK
Nボタンヅ1ル　　K：

十

＋・2

十

（÷）

●

o

」

●

o

◎

●

÷

，

十

十

玉・2

十

〇

〇

◎

●

’÷

●

●

÷

＋・2

＋・2

1・2

土

＋・2

十

十

十

十

十

十

十

1・1

÷

十

＋・2

＋・2

十

十

十

十

＋・2

＋・2

嚢38　永久方形区（酔Q－36）の種組成表

調査年月日　　　　　　78　78　　79　79

　　　　　　　　　　5／22　10／3　5／23　10／5

調査面’積　（級×7π）　2．5メ32．5×32，5×325×3

方　　位　　　　L　L　L　L
傾　　斜　　（。｝

標高｛刎839839839839
草木層の高さ　伽）0．6　1の　0．6　1．0

草木層植被率　醐90　98　85　100

コケ層の植被率　囲　 二　98　一　　一

出現種数 7 6 5 ．5

琵Hカサスゲ K 4・4 5・5 4・4 5・5

HHセリ K 2・3 3・4 2・3 1．2

G　スギナ K 2・2 1・2 2・2 2・2

Thツリフネソウ K 1・2 2・2 1・2 2・2

HRアカバナ K ＋・2 十 十 ●

Thミゾソバ K ＋・2 ＋・2 ● ＋・2

T・；樋脇センダ K 十 ● ， ・
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嚢39

調査年月日 78 78 79

5／2210／45／23

調査面積　　＠×皿） 10×1210x1210x12

方　　　位 SW SW SW
傾　　　斜　　（。） 5 5 5

標　　　高　　＠） 920 920 920

高木第一層の高さ（司 18 18 18

高木第一層霜被率（％） 75 80 75

高木第二層の高さ（η） 8 8・ 8

高木第二層植被率陶 10 10 10

低木層の高さ　（朔 35 35 35

低木層植被率　圏 70 40 70

草木層の高さ　繰1 0．8 α6 α5

草木層植被率　（鰯 40 75 40

コケ題の植被率　（％｝ ｝
15 15

出現忌数 31 50 47

聾⑪護ハンノキ　　　　B！ 4・4 5・4 4．4

N　ミヤマイボタ　　S 娃・4 3・3 4・4

o 畳 1・2

Nノリウツギ　　S 1．2 1・2 1・2

MMヒノキ 十 士 1・2

N　レンゲツツジ　　S 1．2 1・2 1・2

● 十 ●

Mネジキ　　　　　S 十 十 十

HHカサスゲ 1・2 2．3 2・2

Hヒヨドリバナ ＋・2 1．1 ＋・2

Hチダケサシ ＋・2 ＋1 ＋・2

Hゼンマイ 十 十 十

Hツボスミレ ＋・2 1・2 ＋・2

H　ナライシダ　　　K 幸・2 ＋・2 ＋・2

M　ミツバアケビS・ ＋・2 ÷ ＋・2

Nサルマメ 牽 十 ＋・2

H　ミヤコアザミ　K 1・2 十 ＋・2

Hノハラアザミ　K： ÷ や 十

永久方形匿（PQ－38）の種組成蓑

　　　　　　　　　　　　　79

Nモミジイチゴ　K1・2　1・21・2
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Chヘビノネゴザ　K

Nサワフタギ　　K：

Mカマツカ　　　S

　　　　　　　　K

Nメギ　　　　　S

HオオイトスゲK

Nコマユミ　　　K

Gスギナ　　　　K

Hハンゴンソウ　K

Mツルウメモドキ　K

Gタチドコロ　　K

MMサワラ　　　B王

　　　　　　　　S

MMウワミズザクラBl

　　　　　　　　K

Nズミ

Mウリカエデ

Nノイバラ

MMフジ

MMミズキ

Hタニスゲ

Hヒメシダ

HHヒメシロネ

Hナンプアザミ

Hタガネソウ

Gシオデ

Thアケボノソウ

Nコバノガマズミ

H　ミツバツチグリ

Nスイカズラ

釣⑪護イヌザクラ

Nヤマツツジ

Chイヌガンソク

MM，カラマツ

Mウリハダ二三デ　K

S・K

S・K：

　S

　S

　K

　S

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　S

　K

　K

B1

十

十

率・2

3・3

1・2

十

十

十

●

●

o

o

o

◎

◎

十

十

十

十

十　　十

1・1＋

・　1・2

十　　・

・　＋・2

・　3・3

÷　　。

・　1・圭

。　　十

・　　十

・　　十

÷　　十

2・22・2

1・1　1・1

＋・2＋・2

土　 士

÷　士

1・2＋

＋　　十

十　　十

十　　幸

3・3　3・3

2・21・2

2・2＋

十　　十

十　　十

十　　十

十　　÷

十　　牽

＋　1・2

十　　十

■　　　　　　　o

■　　　　　　　o

十　　・



Mノブドウ　　　S

Hキンミズヒキ　K：

HアキノキリンソウK

Gヤマガシュウ　K

Hハリガネワラビ　K

T難ツリフネソウ

MMコナラ

Nクマヤナギ

Nミヤコザサ

Nニシキギ

Hコメガや

Gアケボノスミレ

Hニガナ

H・ヤマカモジグサ

K

K

K

K

K

K

K

K

K

●

●

＋・2

十

十

十
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鐡灘琵嚢義

　　　羅灘翻

織
　　鯵

灘難丁丁畿萎
　嚇職．
灘鯵饗疑1欝
　鞠鑛

　　　囎

図11　永久方形区PQ一れ（A群）の群落相観（掘80年5月）

難

羅

馨

図12　永久方形区PQ－12（A群）の群落相観（1980年5月）
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灘
麗麗
菱灘

雛鑛灘鱗
　　琵離礁雛議灘一一・

欝欝難聾鑛聾

難議／議欝

難糠

爆

論

難

図13　永久方彫匿PQ一将（A群）の群落相観（1980年5月）

露

盤
難

灘轟霧

欝

難
　舞

図傾　永久方形区PQ－33（A群）の群落相観（1980年5月）
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綴蚕灘鑑懸懸欝欝灘霧義議灘

図15　永久方形区PQ－14（8群）の群落相観（1980年5月）

図16　永久方形匿PQ－19（B群）の群落根観（1980年5月）
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弓懸灘

図董7　永久方形区PQ－28（B群）の群落相観（1980年5月）

難翻
鱒嘆

馳再　

ｾ罵撚薦鱗

　灘

鑛
騨

図18　永久方形区PQ－29（B群）の群落相観（19　年5月）
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繊

撫蕪i

潜
譲叢

図鴇　永久方形区PQ－36（B群）の群落相観（！980庫5月）

鞍懸叢難

1鑛

図20　永久方形区PQ「21（C群）の群落相観G980年5月）
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嚢難、
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難灘
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驚灘
験鷹．
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踊躍灘
　　　　　　講難、．

繋

．壽灘灘

蟻織i

馨灘講難

騒

濃

霧舞

灘

図2璽　永久方形区PQ－22（C群）の群落相観（1980年5月）

蟻灘

1……灘議…簾

灘鍵講…．

　お　じ
盤…ll…

灘

図22　永久方形区PQ－27（C群）の群落相観（1980年5月）
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麟狸
藻

．憲

図23　永久方形区PQ－20（£）群）の群落相観℃｝980年5月）

灘
参．評

錘、

繊

灘
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雛
　蓑穿　・

欝

i翻鐵難

図24　永久方形匿PQ－23（D群）の群落相観（198り年5月）・
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図25　永久方形区PQ－38（D群）の群落相観q980奪5月）

図26　永久方形区PQ－9（D群）の群落相観（1980年5月）
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図27 永久方形区PQ－25（ε群）の群落相観（1980年5月）
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　w懲

図28 永久方形区PQ一一3璽一a（E：群）の群落相観（栂80年5月）
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灘
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図29　永久方形区PQ－3卜b（E群）の群落相観（1980年5月）
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図30　永久方形区PQ－32（ε群）の群落相観G980年5月）
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図3唯 永久方形区PQ一憩（F群）の舞落相観（1980年5月）
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図32 永久方形区PQ－15（F群）の酵落櫓観（1980年5月）
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図34　永久方形区PQ－30（F群）の群落相観（1980年5：月）
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